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　序章






　いったいどこで間違えてしまったのだろう？　こんな恐ろしいことになるなんて──。

「嫌ぁ、あっ！」

　豊かな金色の髪を振り乱し、寝台の上で華奢な肢体をくねらせて、エミリアは甘い嬌声を上げる。下着を剥がれた上、白絹の寝衣も脱げかかっていて、上気した肌が切なげにわなないていた。

「だめ……あ、んん」

「何がだめなんだ？　こんなに悦んでいるくせに」

「い、いえ、悦んでなんか──」

「……そうかな？」

　大きく開いた脚の間で、男がくぐもった声で笑った。

　尖らせた舌先で髪と同じ色の下生えをくすぐられ、熱い息を吹きかけられて、エミリアの細い身体が跳ね上る。すると再び笑い声が聞こえて、剥き出しの秘処に濡れた感触が走った。

「ひぁっ！」

　肉厚の舌がピチャピチャと音をたてて、敏感な花びらを舐め始めたのだ。熱いぬめりが少しずつ奥を暴いていく。

「や、あ、あんっ！」

　舌が動くたびに閉じたまぶたの裏で光が明滅し、下肢が小刻みに痙攣する。淫らな悲鳴を抑えられず、涙が白い頬を濡らした。

「嘘つきだな、エミリア。いやらしい蜜がまた溢れてきたぞ」

　繊細な秘裂を食はまれながら囁かれると、強過ぎる刺激に肌が粟立ってしまう。

「気持ちよくてたまらない……そんな顔をしている」

　どんなに否定したくても、相手の言葉に嘘はなかった。自分でも、そこがグズグズに蕩けているのがはっきりわかる。エミリアは彼に抗えないまま、あさましく反応しているのだった。

「う、うう」

　責められているのは感じやすい花弁だけではない。小さな秘口にも指が二本入っていて、蠢きながら少しずつ隘路を押し広げていた。時おり中で指を曲げられ、軽く襞を引っかかれる。執拗でいて、わずかに的を外した愛撫に翻弄されて、エミリアは大きくのけぞった。

「ひっ！」

「大勢の男たちに抱かれてきたというのに……ここは処女みたいに狭いのだな」

「やめて……もう……どうか」

「いや、もっとしてほしいのだろう？　奥がもの欲しげに指を締めつけている」

「そんな──あっ！」

　ふいに指が引き抜かれ、しつこく弄ばれていた箇所も自由になった。

「エミリア」

　ふと相手の声音が変わり、エミリアは身を震わせる。今までとは違う穏やかな響きが、ひどく恐ろしく聞こえたのだ。

「目を開けて、エミリア」

「……あ」

　エミリアは涙に濡れた菫すみれ色の瞳を開いた。

「私だってこんな真似はしたくない。だが、そうさせているのは君だろう？」

　潤んだ視界の中で、無数の燭しょく台だいが妖しく揺れている。快美の涙でぼやけていた瞳が、ゆっくり焦点を結び始めた。

「そろそろ質問に答えてくれないか？」

　光の中に秀麗な笑顔が浮かび上がって、エミリアは小さく息を呑む。

　ヴィクトール・カール・マーデン──森の奥にひっそりと建つこの館の主であり、いずれマーデン王国の君主となるはずの青年である。上体を起こしてエミリアを見つめてくる男は、こんな場合だというのに、見とれてしまいそうなほど美しかった。

「仲間はどこにいる？」

　つかの間、二人の視線が交錯する。射抜かれそうな眼差しに怯えながらも、エミリアは唇を噛んで目をそらした。

「君も強情だな」

　ヴィクトールは大げさに嘆息すると、艶やかな漆黒の髪をかき上げた。柔らかな笑みを浮かべていても、灰色の瞳はどこまでも冷ややかだ。

「素直に話せば、すぐにでも自由にしてやるのに」

　エミリアの手足に縄や鎖はなく、狭い牢獄に押し込められているわけでもない。それどころか明るい室内は豪華で美しい調度で飾られ、身の置きどころがないくらい広かった。まとっている夜着も極上の絹で、食事の時間には手の込んだ料理が供され、身の回りの世話をする小間使いもいる。まるで貴族の令嬢のように扱われているのだ。

　とはいえ、エミリアがヴィクトールの囚人であることは動かしがたい事実だった。

「なぜ、そこまで仲間をかばう？　もう何日もこんな目に遭わされているのに、誰も助けに来ないではないか？　君は見捨てられたのだぞ」

「い、いません……仲間なんて……はじめから」

　冷たく嘲笑されても、エミリアは挑発に乗らなかった。

　それが気に入らなかったのか、ヴィクトールの顔から笑みがかき消える。

「なるほど……では、先ほどの続きをするしかないな」

　次の瞬間、乱暴に夜着が引き裂かれた。夜の冷気に触れて、乳首が驚いたように硬くなる。

「あっ！」

　生まれたままの姿にされたエミリアの上に、ヴィクトールが素早く覆いかぶさってきた。

「淫らなエミリア、君は男に弄ばれるのが好きなのだろう？　だったら望みをかなえてやろう。仲間の行方を話すまで、たっぷり悦ばせてやる」

　鍛え上げられた身体は感触も重みも心地いい。さらに強く抱き込まれて耳朶を甘噛みされると、揶揄の言葉さえ愛撫になってしまう。

　そんなふうに感じる自分が許せなくて、エミリアは懸命にかぶりを振った。

「違いま──っ！」

　しかし否定の訴えは唐突な口づけで遮られた。両手で顔を挟まれて舌を捩じ込まれ、丹念に口中を探られる。頬の内側や淡い色の歯茎、上下の歯列までなぞられて、とうとう震える舌を絡め取られてしまった。

「ん、ふっ！」

　キスを交わしているうちに、エミリアの身体からは次第に力が抜けていった。まるですべてを彼に委ねたがっているみたいに。

　──いいえ、だめよ！

　このままでは自分が惨めになるばかりだ。たとえどれほど絶望的な状況でも、彼のキスがどんなに甘くても、最後まで毅然としていなければ。

　だいたいヴィクトールにとっては、この接吻だってただの尋問に過ぎないはずだ。裸体のエミリアをいたぶりながら、彼自身は服を身に着けたままなのだから。

「何を考えている、エミリア？」

　ふと、ヴィクトールが顔を離した。

「べ、別に……何も」

「何も？」

　汗に濡れた髪をかき上げる仕草は優しい。しかし伝わってくるのは、暗く冷たい怒りだった。

　確かにエミリアは罪を犯そうとしたが、そもそも存在自体が許せないのではないかと疑いたくなるほどの激情──ここに囚われてから、その憤怒をずっとぶつけられている。

　──どうしてなの？　何をそんなに怒っているの？

　そんな状況に傷ついていたし、彼のことしか考えられないものの、エミリアはそうと認めたくなかった。それにヴィクトールだってそんな答えを求めてはいないはずだ。

「性悪の嘘つきめ」

　ヴィクトールは冷ややかに吐き捨てると、エミリアを抱いたまま身を起こした。

「あん」

　桜色の乳首が硬い胸板に当たって、思わず吐息が零れる。エミリアはそこが特に弱いのだが、ヴィクトールはそれを見透かしているらしく、いっそう強く抱き締めてきた。一方で右手を下肢に伸ばし、再び秘部をゆっくり嬲り始める。

「あ、や、やぁっ！」

　もはや逃れるすべはなかった。ヴィクトールは微笑みながら花弁全体に蜜を塗り広げ、さらに小さな肉芽の包皮も剥いた。クチュクチュといういやらしい音がいっそう大きくなり、エミリアは声にならない悲鳴を上げる。

「……っ！」

「存分に楽しむといい」

　器用な指先は当然のように秘玉をじっくり弄ぶ。爪で弾かれ、指の腹で擦られ、くすぐられて、どこまでも容赦なく追い上げられた。

「やめ、あっ！　ああ！」

　それから何度達しても許されないまま、エミリアはヴィクトールの腕の中で啼き続けた。
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　第一章






　天井まで続く樫の扉はブロンズのレリーフで飾られ、ひどく近づきがたく感じられる。しかしその向こうからは、華やいだざわめきと夜会にふさわしい軽やかな音楽が聞こえてきた。

　良家の令嬢らしく見えるよう優雅に歩を進めながら、エミリアはかすかに首を傾げた。晩夏の風は涼しいのに、肌が少し汗ばんでいる。それになんだか胸苦しいような気がして、小刻みに息を吸わずにいられなかった。

「大丈夫か、エミリア？」

　気づかわしげに声をかけられ、エミリアは眉を寄せて足を止めた。ドレスの胸元に手をやると、掌に伝わってくる鼓動はかなり速い。

　仕・事・の前にはたまにあることだが、今夜はいつも以上に気が張っているようだ。これが自分にとって最後の機会になるからだろうか？

「エミリア？」

「え、ええ。もちろん大丈夫よ、ヨハン」

　エミリアはすぐに笑顔を作って、隣に立つ栗色の髪をした青年を見上げた。ヨハンは二十三歳になったばかりだが、穏やかで落ち着いた物腰のせいか、もっと年かさに見える。

　一方のエミリアは五つ下で、わずかにあどけなさの残る、かわいらしい少女だ。プラチナブロンドの巻き毛や華やかな目鼻立ちは精巧な人形のようだが、その足取りはかろやかで、ほっそりしたしなやかな肢体がおとぎ話の妖精を思わせた。

　二人とも着飾って、仮面をつけている。今から向かう広間では盛大な仮面舞踏会が開かれているのだ。エミリアは白い革張りで繊細なレースがあしらわれたものを選んでいたが、それは菫色の美しい瞳をよく引き立てていた。

「さあ、行きましょう」

「いや、エミリア。無理しなくていいぞ。具合が悪けりゃ、今夜はやめたってかまわないし」

「そんなのだめよ。ここへ手引きしてもらうために、父さんはかなりはずんだって聞いたもの」

「しかし──」

「別に無理なんてしてないわ。本当に平気だってば！」

「わかった、わかったよ」

　言い募られたヨハンは苦笑いしながら頷いた。

「やれやれ。エミリアにはかなわないな」

　二人の間で常に主導権を握っているのは、小柄で華奢なエミリアだ。その様子は傍から見れば微笑ましい口喧嘩のようだけれど、実情はまったく違うのだった。

「だったら、念のためにいつものまじないをさせてくれよ」

「わかったわ」

　今度は素直に頷き、エミリアは胸元に光る金のロケットに触れた。

「心配してくれているのに……ごめんね、ヨハン」

「いいって」

　ヨハンは後ろに回り込むと、ゆるい拳を作って、エミリアの背中の真ん中を三回軽く叩いた。

「どうだ、エミリア？」

「うん、これで落ち着いたわ。どうもありがとう」

　小さなころから繰り返されているおまじない──何か特別な意味があるわけではないし、いつが最初だったかも覚えていない。それでも気持ちが乱れた時にヨハンにそうしてもらうと、エミリアは自分を取り戻すことができる。今も、先ほどまでの胸苦しさは嘘のように消えていた。

　エミリアはもう一度ロケットを撫でた。すると、さらに気持ちが楽になった。

「中に入りましょう、ヨハン」

「了解！」

　並んで扉の前に立つと、屋敷の侍従が心得顔で頷いてみせた。

「ごきげんよう。ようこそおいでくださいました」

　彼にも事前にたっぷり謝礼を払っているのだ。これから起きることに少しばかり目をつぶってもらうために。

「お二人とも、どうぞ楽しい夜を」

　扉が大きく開かれ、エミリアはヨハンに手を取られて広間に足を踏み入れた。仮面舞踏会では名前も身分も明かさないという趣向なので、入場時の紹介もない。

「わあ」

　二人はたちまちきらびやかな色の洪水に巻き込まれた。目前で、盛装した何組もの男女が優雅に踊っていたのだ。それぞれ凝った仮面をつけているので、広間には華やかながらも独特な空気が漂っている。

「……すごい」

　エミリアは思わず足を止めて、周囲を見渡した。豪華な館は日ごろから見慣れているが、ここは明らかに格が違う気がした。

　広間は金と琥珀色で彩られ、古代ローマ風の太い柱が何本もそびえ、高い天井ではフレスコ画の天使が飛び交っている。大理石の床は手の込んだ文様が描かれていて、これ見よがしではない豪華さと風格が感じられた。

　主は遊び慣れた裕福な貴族と聞いているが、いかにもそれらしい屋敷だった。名前や素性こそ知らないものの、間違いなく唸るほどの財宝を所有しているはずだ。二人にとって重要なのは、その点だけだった。

「へえ、こりゃまたたいしたお屋敷じゃないか」

　ヨハンがキョロキョロと辺りを見回し、小さく口笛を吹く。エミリアは慌てて小声で彼をたしなめた。

「しっ！　言葉づかいに気をつけて。怪しまれるわ」

「おっと失礼」

　咎められたヨハンは表情を改め、背筋を伸ばす。たったそれだけで、彼はいかにも貴族らしい上品な青年に変貌した。

「もう、ヨハンったら」

　エミリアは肩を竦めて、ヨハンに寄り添った。

　今夜は清楚な薄紫のドレス姿で、彼が着ている青い上衣にも紫色で優美な草花の刺繍が施されている。雰囲気を合わせている二人は、おそらく仲睦まじい兄と妹か恋人同士に見えるだろう。その正体を見抜ける者など、この浮かれた夜会にはいないはずだった。

「さてと、今宵の獲物はどれにするかな」

　おしゃべりに興じているふりをしながら、エミリアとヨハンは周囲に鋭い視線を走らせていた。獲物──扱いやすく、高値でさばくことができる宝石を首尾よく強奪するためだ。

　たとえ物腰に品があり、貴族に負けないくらい華やかな姿であっても、彼らはどちらも国から国を渡り歩く盗賊団の一員だ。しかもめっぽう腕が良く、今まで不首尾に終わったことは一度もない。

「とにかく適当に片づけて、さっさとずらかろうぜ」

「また、そんな言い方して！」

　エミリアはヨハンを軽く睨んだが、すぐに真顔に戻った。

「ねえ、ヨハン。私、今夜は絶対きちんと仕事したい。いい加減なことはしたくないわ」

「……エミリア」

「だって次はもうないんだもの」

　ヨハンはそのまま押し黙ってしまった。

「この舞踏会にある一番すばらしい宝物を持って帰りたいの。私を育ててくれた父さんや母さん、それにみんなのためにも」

　ずっと二人で組んできたが、エミリアは今夜限りで盗みから手を引くことになっている。

　そう頼んできたのはヨハンだった。他の者ももともと反対していたというし、エミリアもそれはよくわかっていた。ただし彼の願いには続きがあった。足を洗った後は、自分の妻になってほしいというのだ。

　仕・事・をやめる約束はしたものの、エミリアはまだ結婚については返事をしていない。

　──でも……もちろんそうするべきなのよね。

　断る理由など見つからなかった。もう十年以上一緒に暮らしているが、ヨハンは優しく大らかで、どんな時もエミリアを大切にしてくれる。エミリア自身、彼が大好きだった。もっともその思いは妹が兄に対して抱くようなものだったけれど。

「ねえ、お願いよ」

　ヨハンはしばらく黙りこくっていたが、やがて根負けした様子で「そうだな」と頷いた。

「エミリアの言うとおりだ。手抜きなんかしたら、親父にどやされちまうよ」

「ヨハン、言葉づかい！　それにボタンがひとつ外れてるわ」

　エミリアはヨハンに注意してから、自分のドレスにも目をやった。もし汚していたり、かぎ裂きを作っていたりしたらたいへんだが、幸い問題はなかった。華奢な靴や絹の手袋も同様だ。

　淡い紫のドレスを用意してくれたのは、ヨハンの母だ。胸が大きく開いていて、身頃全体に細かいビーズ刺繍が施され、腰から下は花びらを何枚も重ねたような襞がふんわり広がっている。エミリアは自分の菫色の瞳に似合うのでとても気に入っていたが、女らしい華やかさと少女めいた清純な雰囲気を併せ持つ彼女だからこそ着こなせるものだった。

　実際、本人は気づいていないものの、まばゆいプラチナブロンドの髪を結い上げ、白い胸元に金のロケットを輝かせたエミリアは、その場で大勢の視線を集めていた。

「ヨハン、どうしたの？」

　ふと顔を上げ、エミリアは小首を傾げた。ヨハンが頬を染めながら自分を見つめていることに気づいたのだ。

「顔、真っ赤だけど」

「い、いや、エミリアがあんまりかわいくて──」

　さらに赤くなり、口ごもるヨハンがおかしくて、吹き出しそうになる。しかし次の瞬間、エミリアは動けなくなった。

　──あ。

　まるで魔法にかけられたみたいな気がした。数えきれないくらいたくさん人がいるのに、彼らの姿が影絵のように霞んで、視線が広間の一角へと吸い寄せられていく。こんな状態に陥ったのは初めてで、自分ではどうすることもできなかった。

　──あの人は誰？

　そこにはひとりの青年が佇んでいた。

　艶やかな漆黒の髪、煙水晶を思わせる灰色の瞳──長身のしなやかな身体に濃紺の礼服をまとい、黒の仮面をつけていても端整な容貌であることが見て取れる。身分も高いらしく、隣に従者らしい赤毛の若者が控えており、何人もの女性たちに囲まれていた。

「エミリア、どうした？」

　不審そうなヨハンの声が耳元を通り過ぎていく。エミリアは息をするのも忘れて、青年に見入っていた。

「エミリア！」

「あ……ああ、ごめんなさい」

　再び強く呼びかけられて、エミリアはようやくわれに返った。青年の胸元できらめく光に気づいたのは、その時だった。

「あれを見ていたの。黒髪の男の人がつけている宝石よ」

　ぼんやりしていたことが恥ずかしくて、つい口調が速くなる。なぜ彼に見とれてしまったのだろう？　それにどうしてあれほどの獲物にすぐ気づかなかったのか？

「ほら、あのペンダント」

　金の鎖で繋がれた、ウズラの卵ほどある赤みがかった石──夜会に集う人々を飾るきらびやかな宝飾品の中でも、その燦さん然ぜんたる輝きは別格だった。それでいて青年はその圧倒的な存在感に少しも負けていない。

「こいつはすげえや。レッドダイヤモンドだ！」

　すぐ横で息を呑む音がした。呆けたようなヨハンの呟きに、エミリアは大きく目を見張る。

「レッドダイヤモンド？　あれが？」

「ああ、そうとも。噂で聞いたことはあるが、俺も本物を見るのは初めてだ。親父だってきっと目にしたことはな──」

「決めたわ」

　気づいた時には言葉が零れ落ちていた。ヨハンの興奮が伝染したのだろうか？　エミリアは瞳を輝かせて微笑んだ。

　幻の宝石と呼ばれるほど希少なレッドダイヤモンド、しかもけっこうな大きさだから、相当な高値がつくだろう。これ以上、幕引きにふさわしい獲物があるとは思えなかった。

「今夜狙うのは、あの人にしましょう。ね、ヨハン。あのペンダントをいただくのよ」

「……あいつか」

　即座に賛成してくれると思ったのに、返ってきた答えは消極的なものだった。改めてヨハンを見上げると、考え込むように眉を寄せている。

「どうしたの？」

　ヨハンはしばらく黙っていたが、やがて「だめだ」とかぶりを振った。さらにエミリアをなだめるように細い肩をそっと抱く。

「エミリア、あれはよそう」

「何ですって？」

　予想外の答えに、エミリアは耳を疑った。

「冗談でしょ？」

「いや、本気だよ。レッドダイヤモンドは確かにとてつもなく豪勢だが……俺はどうも気が進まない。今夜は別な獲物を狙おう」

「そんなのだめよ」

「エミリア！」

「平気だってば。だってあの人は女に目がなさそうだし、絶対うまくいくわ。あんなすばらしい宝石を逃すわけにはいかないでしょ？」

　ふだんなら、そのままヨハンに従っていただろう。エミリアだってわかっているのだ。強引に事を進めても、決していい結果は得られない。

　ところが今回はどうにも納得できず、エミリアは肩に置かれた手を振り払った。自身の反応に驚きながらも、さりげなく青年の視界に入るように動き出す。聞き分けのない子どもみたいだと思うけれど、歩みを止めることはできなかった。

　俯きがちに女性たちと話し込んでいた青年が、ふと顔を上げる。彼とエミリアの視線が合ったのは、次の瞬間だった。

　黒革の仮面ごしに、北海の氷を思わせる濃灰色の瞳が瞬いた。その真っ直ぐな眼差しが揺れ、優美な弧を描く唇がわずかに震える。まるで見覚えがあるかのようにしげしげとエミリアを見つめた後、青年は微笑みながら足早に近づいてきた。

「だめだ、エミリア」

　制止するヨハンから離れ、エミリア自身も彼に歩み寄る。まるで二人の間に磁力が働いているようだった。エミリアはレッドダイヤモンドの輝きに、そしてそれ以上に青年に魅せられていたのだ。

「ごきげんよう、お嬢さん」

　若者らしくかろやかで、耳ざわりのいい声だった。

「ご、ごきげんよう」

「次の曲を、私とご一緒していただけますか？」

「ええ、喜んで」

「ありがとう。光栄です」

　手を差し出すと、優しく包み込むように握られた。

　──えっ？

　エミリアは目をしばたたく。瞬間、胸が妙な具合に高鳴ったのだ。脈も速く、どういうわけか青年に握られている手が気になってしかたがない。

「ところであちらの方はよろしいのですか？　あなたとご一緒だったのでは？」

　彼が確認しているのはヨハンのことだった。エミリアは急いで首を振る。

「違います。あの方とは先ほどお目にかかったばかりで……少しおしゃべりしていただけです」

「そうですか。それならよかった」

　青年はうれしそうに笑い、少し頬を赤らめた。瞬間、隙のない美貌が一気に親しみやすいものに変わった。少年のような無邪気ささえ感じられて、エミリアはその笑顔に目を奪われてしまう。

「ああ、曲が始まった。踊りましょうか」

「はい」

　彼に寄り添った途端、息が止まりそうになった。森を思わせる清涼な香りに包まれて、鼓動も苦しいくらい速くなる。

「ダンスがお上手ですね。まるで妖精と踊っているみたいだ」

「あの……ありがとうございます」

　エミリアは頬を染めて目を伏せた。

　──私ったら、どうかしてる。

　ここまで来たら思わせぶりなことを囁いて、相手をその気にさせなければいけないのに、それらしい台詞が少しも浮かばない。伝わってくるぬくもりが心地よくて、何も考えずにこのまま彼の腕の中にいたかった。

　どうしてこんなにも胸が躍るのだろう？　ことが上首尾に進んでいるからだろうか？　いつもこうやってエミリアが男を引きつけて油断させ、狙いをつけた金品をヨハンたちが奪う。今回もまったく問題はなさそうに思えた。

　──でも……違うわ。

　これまでも何度となく同じことを繰り返してきたが、こんな気持ちになったのは初めてだった。

　いったい自分に何が起きているのだろう？　まるで雲の上を歩いているみたいに心も身体も軽く感じられる。確かに青年のリードは驚くほど巧みだけれど。

　エミリアが戸惑いながらも、うっとりと身を任せていた時だった。

「お嬢さん、お名前を教えていただけますか？」

　突然の問いかけに、エミリアは菫色の目を見開いた。

「名前……私の？」

「ええ。どうか。せっかくの仮面舞踏会で無粋な真似をして申しわけないが、どうしてもお名前を知りたいのです」

「エミリア」

　気づいた時には唇が動いていた。青年の真摯な口調に抗うことができなかったのだ。

「エミリア……クロデール」

　これまで騙す相手に本名を教えたことなどない。エミリアは自分の失態に気づき、慌てて偽りの名字を言い添えた。クロデールというのは、前に通りかかった町の名だった。

「エミリア？」

　途端に青年の表情が一変した。

「あなたは本当に……エミリアとおっしゃるのですか？」

「え、ええ、そうですけど」

　頷くと、「そんなはずない」という囁きが耳元をかすめていった。

　青年はかすかに青ざめ、灰色の瞳にも動揺の色が見える。目の前にいるのは端正で感じのいい貴公子だったはずなのに、今の彼は困惑しきって、うろたえている子どものようだ。

「大丈夫ですか？」

　エミリアが問いかけると、青年は強くかぶりを振った。

「失礼しました。何でもありません」

「でもお顔の色が」

「いや、本当に大丈夫です」

　自分の狼狽ぶりが恥ずかしくなったのだろうか。青年はエミリアを見つめ、ぎこちなく口角を上げてみせた。

「……エミリアか。すてきなお名前だ。私はヴィクトールと申します」

「えっ？」

　今度うろたえたのはエミリアの方だった。

「ヴィクトール様」

　その名を聞いた時、何かが身体の中を駆け抜けていったような気がしたのだ。

　──今の……いったい何？

　ヴィクトール──一度も耳にしたことがないはずなのに、泣きたくなるくらいなつかしくて、明るく柔らかい光を思わせる響きだった。青空や広い野原、甘い花の香り、楽しそうな笑い声、そんなものが次々と浮かんでは泡のように消えていく。

「エミリアとお呼びしてもかまいませんか？」

「ええ、もちろん」

　ふいに胸の奥が疼いて、エミリアは唇を噛んだ。

　これまでにも悪い夢を見て、眠ったまま泣いていることがあったが、この感覚はそれによく似ていた。どうにもいたたまれず、それでいて何もできない。なぜこんなふうに感じるのだろう？　今はとにかく集中しなければいけないのに。

　だが幸いなことにヴィクトールも何か考え込んでいるようで、エミリアの混乱に気づいた様子はない。やがて彼は意を決したように頷くと、エミリアの手を取って踊りの輪を離れた。

「急にどうなさったの？」

　やはり不自然だと思われたのだろうか？　エミリアは身を強ばらせたが、返ってきた答えは意外なものだった。

「エミリア、私たちは以前……どこかでお会いしていませんか？」

「えっ？　い、いいえ」

「いや、もう一度よく考えてみてください。ひょっとしてあなたが忘れているだけかもしれない。お目にかかっているとしたら、ずっと前のことなのですから」

「いいえ。お会いするのは初めてです」

「本当に？」

　まるで救いを求めているような問いかけ──もしも望まぬ答えを返せば今にも息絶えてしまいそうなほど、その声は必死さを帯びている。

「……本当です」

　できれば望みをかなえてやりたいが、事実を伝えるしかなかった。エミリアは、これまで彼に会ったことはないのだから。

「ごめんなさい。残念ですけれど」

「そうですか」

　消炭色の瞳が失望に翳かげり、ヴィクトールは大きく息を吐く。しかし気を取り直したのか、すぐに隙のない笑顔に戻った。

「おかしなことをお訊ねして失礼しました。実は親しかった方にあなたがとても似ているので、少し驚いてしまったのです」

「まあ」

　思いがけない展開に、エミリアは目をしばたたく。

　どうやらヴィクトールは、エミリアに誰かの面影を重ねていたらしい。彼がその女性に特別な感情を抱いていることは、口調や物腰からも明らかだった。とはいえしばらく会えずにいたようだから、二人の間には何か問題が起きたのかもしれない。

　自分には少しも関係ないことなのに、エミリアの気持ちはなぜか奇妙に波立っていた。出会ったばかりのヴィクトールがどんな娘に心惹かれようと、誰と何をしていようと気になるはずなどないのだが。

　──いけない！

　音楽と人々のざわめきが耳に入ってきて、エミリアは本来の目的を思い出した。

　今夜ここに来たのは夜会で浮かれるためではない。エミリアたちはのんきな金持ちからお宝を奪おうとしているのであって、ヴィクトールはそのひとりに過ぎなかった。自分が彼の大切な誰かに似ているのなら、それを利用しない手はない。たとえ相手の感情をかき乱すことになっても、まばゆいレッドダイヤモンドを手にするためにはしかたないことだ。

　エミリアは不思議そうに小首を傾げ、ヴィクトールを見上げた。そんなふうに笑いかけてやると、たいていの男は無邪気な笑顔から呆けたように視線が外せなくなる。ヴィクトールもまた例外ではなかった。

「そんなに似ているのですか、その方と私は？」

「エミリア、もうそのことは──」

「だって気になりますもの。でも私の素顔を見たら、どう思われるかしら」

「えっ？」

「ここで仮面を外すのは無理ですけど……どこかあまり人のいないところでなら」

「お顔を、見せていただけるのですか？」

　ヴィクトールが目を見開く。その声は少し掠れていた。

　恋の戯れを匂わせる誘い。しかも彼はエミリアの素顔を確かめたいはずだから、誘惑はたやすかった。

「あちらに広い庭があります。エミリア、ご一緒していただけますか？」

「ええ、喜んで」

　エミリアは微笑みながら、さりげなく周囲に視線を走らせる。少し離れたところにヨハンが立っていて、大きく頷くのが見えた。

　ここまでは順調だ。あとは人目のない場所でエミリアがさらに甘えかかってみせ、相手がすっかり油断したところをヨハンが襲撃するだけだ。これで三十分もしないうちに、豪華なペンダントを手にすることができるだろう。

「では、こちらへ」

　腰に手を回されて、思わず笑顔が強ばった。これまでも隙を見せれば男たちは誰もがことに及ぼうとしたが、どうやらヴィクトールも同類らしい。自分から仕掛けておきながら、なぜかそれが残念でならなかった。

　とはいえ、よけいなことを考えている暇はない。エミリアはところどころに篝かがり火びが燃える庭園に出ると、小石に躓くふりをしてヴィクトールにもたれかかってみせた。

「あっ！」

「大丈夫ですか？」

「ごめんなさい、足元がよく見えなくて……それになんだか風が冷たくなったみたい。少しの間、こうしていてもいいかしら？」

　暗くて視覚に頼れなくなったせいだろうか。急にヴィクトールがまとう香りが強くなった気がしたのだ。かすかに甘さのある涼やかな芳香──なぜだがそれがとてもなつかしく感じられて、エミリアはうっとりと目を閉じる。確かに前にどこかで……。

　しかし朗らかな笑い声が夢想を破った。

「意外に積極的なのですね、エミリア」

「えっ？　あ、いえ」

「だが……うれしい驚きですよ。かわいい人だな、あなたは」

　ヴィクトールにからかわれて、エミリアは唇を噛む。

　──やっぱりこの人も同じなのね。

　仮面を取った素顔を見たがっていたはずなのに、二人が向かっているのは誰もいない暗がりだ。ヴィクトールはそこで、ひとときの恋を楽しむつもりらしい。

　なぜ彼だけは違うなどと思ってしまったのだろう？　エミリアが誰かに似ているという話だって嘘かもしれないのに。

　間もなくヴィクトールが足を止めた。それだけのことで怖いくらい脈が速くなったが、さらにそっと顎をすくわれ、今度は身体が震え出す。

　このまま口づけされたらどうしよう？　それにヨハンはどうしてまだ来てくれないのだろう？　これまで何度も同じことをしてきたが、こんなに取り乱したのは初めてだ。もちろんここで逃げ出すわけにはいかないけれど。

　ボンボンのことを思い出したのは、その時だった。

「あの、ヴィクトール様、ボンボンはお好きですか？」

「ボンボン？」

「え、ええ。とてもおいしいんですよ。おひとつどうぞ」

　エミリアは震える手で、ドレスのポケットから銀のボンボニエールを取り出した。中に入っているピンクのボンボンには強い眠り薬が仕込まれている。手強い相手に遭遇した時のために用意されたものだが、まだ使ったことはなかった。

「ありがとう。いただきましょう」

　幸いヴィクトールはまったく疑っていないらしく、笑顔でピンクの砂糖菓子を口に入れた。だからエミリアはすっかり安心してしまったのだが──。

「あっ！」

　次の瞬間、強く引き寄せられて、唇があたたかく柔らかなもので塞がれた。抗う間もなく隙間から何かを押し込まれたが、それはエミリアの舌の上であっけなく砕けた。砂糖と強い酒の風味が広がって、鼻に抜けていく。
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　──まさか？

　ヴィクトールに食べさせたはずのボンボンを口移しされ、うっかり飲み込んでしまったのだ。

「おいしいですか？」

　彼の声音は今までとは明らかに違っていた。エミリアは反射的に身を翻そうとしたが、広い胸に抱き込まれていて動くことができない。

「残念ですよ、エミリア。どうやらよからぬことを企んでいたようですね。あなたの狙いはこのペンダントでしょう？」

「私はそんな──」

　エミリアは懸命に言葉を探しながら、かぶりを振る。しかし何ひとつ思い浮かばず、唇を震わせるしかなかった。膝から力が抜けて、今にも倒れてしまいそうだ。

　計画を見抜かれたばかりか、逆に薬入りのボンボンを口にしてしまった。その上この期に及んでも、なぜかヨハンの姿はない。まさに絶体絶命だった。

「ああ、そうだ。栗色の髪をしたお仲間なら助けに来てくれませんよ。私の従者が足止めをしていますから」

「仲間……なんて」

　薬が効き始めたのだろうか。目前の景色がぼやけて、うまく喋ることができない。

「ご、誤解で──」

「エミリア、ひとつ教えてあげましょう。悪い娘はお仕置きされるものです」

　非情な声に身が竦む。ヴィクトールは口角を上げてみせたが、灰色の瞳は冷ややかにエミリアを見据えていた。

　視界が少しずつ暗くなっていく。身体がひどく重く感じられて、もう立っていられなかった。

「おっと危ない」

　よろけたエミリアを支えてくれたのはヴィクトールだった。そのまま軽々と抱き上げられたが、まったく抗うことができない。

　──逃げなきゃ。

　恐怖と混乱に打ち震えながら、エミリアは必死に訴えた。

「はな……して……おねが」

　仮面を外され、ヴィクトールが息を呑んだのがわかったが、エミリアが覚えているのはそこまでだった。






　第二章






　辺りは真っ暗で、肌を刺す風は冷たかった。湿った草の匂い、丈高い木々──エミリアがいるのは夜の森だった。

　──あそこにいるぞ！

　──早くつかまえろ！

　後方では怒号が飛び交い、何人もの足音が追いかけてくる。しかしエミリアはなぜこんな目に遭うのかまったくわからなかった。今夜もいつものように柔らかな羽根布団にくるまって、母の子守歌を聞きながら眠りにつくはずだったのに。

　寝ぼけた自分を揺り起こし、ここまで連れてきてくれた乳母はいつの間にか姿を消していた。

「お母さま、お母さま！」

　エミリアは泣きじゃくりながらも、必死に走り続けた。ひどく寒くて、足が痛み、暗闇が恐ろしくてしかたがない。それでも止まってはいけないと思った。状況は把握できなくても、自分が危機に瀕していることだけは理解していたのだ。

「お母さま、助けて！」

　エミリアは昼間でさえ森に近づいたことはない。熊や狼のように獰猛な獣がいるし、もし迷えば二度と出られないと繰り返し聞かされていたからだ。子どもをさらって食べてしまう恐ろしい鬼が住んでいると言われたこともある。

　それなのに今、よりにもよって夜の森を走り続けている。エミリアは先日六歳になったばかりだというのに、そばで道を教えてくれる人もいなかった。

「怖い」

　背後の足音が前よりも近くなったような気がした。ひょっとして追いかけてくるのは人食いの魔物だろうか？

　入り組んだ木立はどこまでも続いて見えるが、この先には何があるのだろう？　これから自分はどうなってしまうのだろう？　恐ろしい野獣が待ち構えていたらどうしよう？

「助けて！　誰か！」

　このままではきっとつかまってしまう。エミリアは救いを求めて泣き叫んだ。誰かに手を握られたのは、その時だ。

　──大丈夫だよ。

　あたたかく乾いた力強いぬくもり。

　──いい子だから泣かないで、エミリア。

　誰の声か見当もつかないものの、相手は穏やかな声で慰めてくれる。なだめるように手の甲を撫でられて、エミリアは自分が夢の中にいることに思い至った。それこそ何度となく同じ情景を見てきたからだが、誰かが応えてくれたのは初めてだった。

　早く目を覚ましたいのに、このままでいたいような気もした。エミリアは自分を励ましてくれる相手を失いたくなかったのだ。夢から醒めれば、きっとこの手も消えてしまうだろう。

「行か……ないで……どうか……そばに」

　どれほど訴えても無駄だった。意識の覚醒に呼応するように、暗夜の情景も頼もしい手の感触も薄れていく。

「嫌……お願い」

　指先がさらりとした滑らかな布地に触れた。寝具のようで、自分を勇気づけてくれたぬくもりとは違う。結局、目が覚めてしまったのだ。

　弱々しくかぶりを振り、エミリアは身じろぎして目を開く。だがレースの天蓋越しに見えたのは、まったく知らない広い部屋だった。

「ここは？」

　天井が高く、床には葡萄色のつづれ織りの絨毯が敷きつめられている。どっしりした黒大理石の暖炉が設えられ、壁に飾られている絵や調度は落ち着いた色調だ。きらびやかさはないものの、屋敷の主が財力や身分に恵まれていることが容易に見て取れた。

　──私、どうしてこんなところにいるの？

　起き上がろうとすると、鈍い頭痛を感じた。身体もひどく強ばっていて、エミリアは額に手を当てて目を閉じる。

　しばらく眠っていたらしいが、エミリアが寝かされているのは驚くほど広い寝台だった。いくつも蝋燭が灯されているから、まだ夜が明けていないのだろう。わけがわからないものの、とにかく落ち着こうと思った。こうなった理由はヨハンに訊けばいい。彼なら何が起きたのか教えてくれるはずだ。

「ヨハン？」

　エミリアは再び目を開けて、視線を動かした。しかし答えは返ってこない。

「どこなの、ヨハン？」

　いつもそばにいてくれるヨハンの姿がなかった。今夜も一緒に仮面舞踏会に来たはずだが、いったいどこに行ったのだろう？

「仮面……舞踏会？」

　ふいに目前の景色がグラリと揺れて、さまざまな記憶のかけらが大波のように押し寄せてきた。

　着飾った大勢の人々、楽しげなざわめき、優美な音楽、仮面をつけておどけるヨハン、そしてピンクの砂糖菓子を入れた銀のボンボニエール。

　──ボンボン……そうだわ。私、薬を飲んで……？

　考えがまとまらないのはボンボンに仕込まれた薬のせいだろう。だが、どうしてそんなものを口にしてしまったのだろう？　効き目はよく知っていたはずなのに。

「ヴィク……トール？」

　瞬間、珊瑚色の唇が震えた。唐突に恐ろしい名前を思い出したのだ。

　続いて、燦然と輝くレッドダイヤモンドのペンダントが脳裏に浮かんだ。それを身につけた美しい貴公子が自分を捕らえ、口づけた。彼に食べさせるはずだったボンボンを口移しするために。

　──早く逃げなきゃ！

　エミリアは慌てて身を起こす。ここにいては危険だ。身体が重く、手足にうまく力が入らないが、そんなことを気にしている場合ではなかった。ところが──。

「お目覚めか？」

　いきなり背後から呼びかけられ、そのまま動けなくなった。低く落ち着いた声に聞き覚えがあったのだ。

　エミリアは唇を噛み締め、のろのろと振り返る。菫色の瞳に映ったのは、思ったとおりの人物だった。胸元のペンダントもまばゆく輝いている。

「ヴィクトール様」

　まったく気づかなかったが、寝台の反対側に座っていたらしい。少し離れたところに、夜会で見かけた従者らしい青年が立っているのも見えた。

　ヴィクトールは仮面を外していて、その輝くばかりの美貌にエミリアは息を呑む。女性と間違いそうなくらい優しい顔立ちだが、煙水晶のような色合いの瞳は男らしく力強い光を放っていた。

「どうした？　ひょっとしてまだ夢の中にいるのか？」

　ぼうっとしている様子をからかわれたが、口調も声音も前とはまったく違っている。おそらくエミリアの素性をある程度察しているのだろう。

　こうなったら慌ててもしかたがない。とにかく正体を知られることだけは絶対に避けなければならなかった。

「ここは……どこですか？」

　なんとか自分を励まし、エミリアは平静を装って訊ねる。相手としっかり視線を合わせ、笑みを浮かべさえした。

　するとヴィクトールはおかしそうに顔を歪め、「肝が据わっているな」と笑った。

「たいしたお嬢さんだ。では、その度胸に免じて教えよう。ここは私の屋敷だ。ライネルドの外れの森の中にある」

　ライネルドというのはマーデン王国の王都で、エミリアたちは一昨日から繁華街の安宿に泊まっていた。夜会が行われた場所は王宮の近くだったから、眠っている間にここまで連れてこられたことになる。今ごろヨハンたちは必死に行方を捜しているはずだった。外れと言われたが、中心部からどれほど離れているのだろう？

　なおも必死に考えを巡らせていると、ヴィクトールが立ち上がり、寝台の端に腰かけた。

「それにしても眠り薬入りのボンボンとは……いやはや君には驚かされた」

　やはりボンボンの仕掛けは見抜かれていたのだ。甘い夜を楽しむつもりが怪しげな薬を飲まされかけたのだから、かなり怒っているらしい。笑っていても視線は鋭く、なまじ端整な顔立ちをしているだけに、いっそう恐ろしく感じられた。

「あ、あの」

「さて、そろそろ名前を教えていただけますか？」

　ヴィクトールは再び口調を変えてみせたが、声はあいかわらず冷ややかだ。

「意味はおわかりですね？　私が知りたいのは、あなたの本当の名前だ」

「エミリアです」

　射抜かれそうな眼差しに耐えきれず、エミリアはとうとう視線をそらした。相手がその名前にこだわっているらしいことはわかったが、他に答えようがない。

　実を言えば、エミリア本人もそれが本名だという確信はなかった。幼いころの記憶がなく、エミリアと呼ばれるようになったのは、身につけていたロケットにその名が刻まれていたからだ。しかし今ここで、そんな打ち明け話をしてもしかたがない。

「本当に……エミリアなのです」

　ヴィクトールはなおももの言いたげにエミリアを見つめていたが、やがて肩を竦めて嘆息した。

「ならば、そういうことにしておこうか」

　思わず肩の力を抜きかけた時、ふいに顎先をすくわれた。軽く指を添えられているだけなのに、動くことができない。

「君は本当にかわいらしいな」

　ヴィクトールが微笑みながら、顔を寄せてきた。目前にある笑顔はうっとりするほど美しいが、なぜか不穏な気配ばかり感じさせる。

「こんなことになって気の毒だよ。とはいえ、もともとは君が撒いた種だ」

「気の毒って？」

「しばらくここに滞在してもらうことになる。いつまでになるかは君次第だが」

「それは困ります！　私は今すぐ帰らないと」

　ヴィクトールの声が一段低くなった。

「帰る？　ほう、どこへ？」

「そ、それは」

「仲間のところへ、だろう？」

「えっ？」

　エミリアは言葉を失い、視線を泳がせた。ヴィクトールは思っていた以上に状況を察知しているらしい。そんな彼にどう対応すればいいかわからなかった。

　ヴィクトールはそこにつけ込むように、なおも畳みかけてくる。

「とぼけても無駄だ。エミリア、君には仲間がいるのだろう？　その者たちと何を企んでいたのか教えてもらおうか」

「……仲間？」

　いったいどこまで把握しているのだろう？

　全身から血の気が引くのがわかったが、エミリアは懸命にかぶりを振ってみせた。

「何をおっしゃられているのか、よくわかりません。企みなんて、そんなこと──」

「今さっき、ヨハンという男を呼んでいたようだが？」

「ヨハンというのは……兄の名前です。私、とても心細くて」

「なるほど」

　ヴィクトールは細い顎から指先を離すと、今度はエミリアの右手を強くつかんだ。

「何をするの？」

　一瞬だけ灰色の瞳が揺れたが、エミリアはうろたえていて気づかない。盗賊として捕らえられることも恐ろしかったけれど、自分の手を握る感触に覚えがあったのだ。

　──まさか……夢の中の？

　暗い森で何者かに追われて泣き叫ぶ自分を励まし、勇気づけてくれた優しい手──なぜかそれは、ヴィクトールの手とよく似ている気がした。

　──いいえ、そんなはずないわ。

　だがヴィクトールはエミリアの困惑をよそに、白い手を胸元へと導き、きらめくペンダントを触らせた。

「もう一度訊く。私に近づいたのは、これが狙いだったからだろう？　君が眠ってしまったのはあのボンボンのせいだし、本来なら私がそうなっていたはずだ」

　まばゆい宝石から手を引こうとしても、しっかり押さえられていてかなわない。エミリアは青ざめて、唇を震わせた。

　ヴィクトールはその様子を冷ややかに眺めていたが、おもむろに従者らしき青年に声をかけた。

「エドモン！」

　控えていた若者がすぐさま駆け寄ってきた。いかにも実直そうなエドモンは、あえてエミリアから視線を外しているように見える。

「エドモン、こちらのかわいらしいお姫様は何もご存じないそうだが、状況を聞かせてくれるか」

「はい。おそらくこの娘は……例の一味に関わる者かと思われます」

「一緒にいた栗色の髪の男は？」

「あいにく取り逃がしてしまいましたが、すでに町中の宿屋に手を回しております。街道沿いにも見張りをたてました」

「わかった。何か動きがあったら、また知らせるように」

「かしこまりました、ヴィクトール様」

　二人の会話を聞きながら、エミリアはこみ上げてくる涙を必死に堪えた。

　大丈夫。ヨハンはつかまらなかったのだ。彼が無事なら、みんなも首尾よく逃げられるはずだ。

　それにしてもヴィクトールはいったい何者なのだろう？　いくら貴族とはいえ、大勢の人間を自在に動かすことなどできないはずだが──。

「さて、エミリア」

　エドモンが部屋から出ていくと、ヴィクトールが再びエミリアに向き直った。つかんだ手は、依然ペンダントに押し当てたままだ。

「実はしばらく前から、好色な金持ち男を色仕掛けで誘う女泥棒の話を聞いていてね。うっかり鼻の下を伸ばしてついていくと、隠れていた男どもに囲まれて金品を奪われるとか」

　彼なりに確信を持っているのだろう。ヴィクトールの笑顔は一刻ごとに凄みを増していくような気がした。

「ただの噂だと思っていたが……驚いたよ。まさかこうして本物に、しかもこれほどかわいらしいお嬢さんにお目にかかれるとはね」

「ち、違います」

　とにかくここから逃げ出さなくては。エミリアは震えながらも必死に笑顔を作る。

「私が泥棒だなんて、ひどい誤解だわ」

　どうあっても頷くわけにはいかなかった。ヴィクトールの言葉は事実であるばかりか、確かにエミリアこそが男たちをたぶらかす役目を負ってきたのだから。

　──あの男はやめた方がいい。

　ヨハンは今どこにいるのだろう？　きっとひどく心配しているはずだ。

　躊躇する彼をエミリアが押し切ったのだが、間違っていたのは自分の方だった。今さら後悔しても遅いけれど、せめて仲間に累が及ばないようにしらを切り通すしかない。

　しかしどうすればヴィクトールを言いくるめることができるのだろう？

「誤解？　では、どうしてボンボンに薬が仕込まれていた？　現に君はあれを食べて、眠り込んでしまったんだぞ」

「まさか薬が入っているなんて思いもしなくて……きっと誰かがすり替えたに違いありません。どうかもう帰してくだ──」

　エミリアはなんとかヴィクトールの手を振り払おうとしたが、逆に寝台の上に突き飛ばされてしまった。

「あっ！」

「さっきも言ったが、君をこのまま帰すわけにはいかない。危険な盗賊を野放しにはできないからね」

　寝台がギシリときしむ。仰向けに倒れたエミリアの上に、ヴィクトールがのしかかってきたのだ。抵抗する間もなく両方の手首を押さえつけられ、動きを封じられてしまった。

「何するの？　やめて！」

「エミリア、いい子だから仲間がどこにいるか教えてくれ。そうすれば、すぐにも君を解放する」

「仲間なんていないし、私は盗賊ではありません」

　灰色の瞳は瞬きもせずにエミリアを見つめている。

「それなら一緒にいた男は何者だ？　彼がヨハンなのだろう？」

「違いますったら。あの場で知り合った人だとあの時も言ったでしょ？　私はただ夜会に来ただけで──」

　互いの距離はいたたまれなくなるほど近い。エミリアは刺すような視線に耐えていたが、やがて堪えきれなくなって目をそらした。

「盗賊でないなら……娼婦か？」

「えっ？」

「いかにも思わせぶりに私を庭へ誘ったな。男の扱いは相当慣れているように見えたが？」

「それは」

　とんでもない誤解で、返す言葉が見つからない。しかしエミリアはすぐに思い直し、再びヴィクトールと視線を合わせた。

「そんなこと口にできるはずないわ。私は、ヴィクール様に楽しい時間を過ごしていただきたいと思っただけです。意味は……おわかりでしょ？」

　正体を知られるくらいなら、娼婦として蔑まれる方がずっとましだ。エミリアは、さらに意味ありげに口角を上げてみせた。

「ひどい人ね。女に恥をかかせるなんて」

「楽しい時間か。なるほどものは言いようだな」

　こうして改めて対峙してみると、ヴィクトールは娼婦を買うような男には見えなかった。ここまでわざわざ連れてきたのは盗賊と疑っているためで、そうでないとわかれば卑しい女に用はないはずだ。きっとすぐにもエミリアを追い出してくれるだろう。

「さあ、もう気が済んだでしょう？」

　ところがヴィクトールはそのまま黙り込んでしまった。何が気に入らないのか、その硬い表情からは明らかな苛立ちが伝わってくる。重苦しい空気に戸惑っていると、吐き捨てるような呟きが落ちてきた。

「娼婦か、盗賊か。いずれにしてもろくなものじゃないが──」

　その言い方に、なぜか胸がチリチリと疼く。しかし、

「それでは確かめさせてもらおうか」

　抱き起こされて唇を塞がれたのは、次の瞬間だった。

「う、んんっ！」

　エミリアは目を見開いて、身を強ばらせる。唇に触れる柔らかなぬくもりが何なのか、すぐには理解できなかった。

　初めはそっと、それから少し強く唇を吸われて、ようやくその正体に気づく。

「嫌！」

　エミリアは反射的に顔を背けた。先ほどヴィクトールからボンボンを口移しされはしたが、誰かと口づけを交わすのは初めてだったのだ。

　たとえ恋多き女を演じながら盗みの手引きをしていても、恋愛に対する少女めいた憧れはある。それなのにこんな形で唇を奪われてしまうなんて──。

「……どういうことだ？」

　ヴィクトールが不思議そうに菫色の瞳をのぞき込んできた。

「いやに初々しい反応だな。それともうぶなふりをして私を煽あおるつもりか？」

「わ、私はただ──」

　エミリアは震えながら唇を噛んだ。状況を打開するには、娼婦を装い続けて隙を見つけるしかない。とはいえ初めての接吻に動転して、次にどう動くべきかまったく思いつかなかった。

「娼婦の中には客と口づけしない者もいると聞いたが、君もそうなのかな？」

　エミリアが答えずにいると、ヴィクトールは「まあいいさ」とうそぶき、エミリアを寝台に横たえた。

　再びのしかかられて、両手を顔の横で押さえつけられる。だがヴィクトールはそのまま動こうとせず、エミリアをじっと見つめていた。

　──何なのよ、いったい？

　さっきは苛立ちを隠そうともしなかったくせに、今その視線は頼りなく揺れている。まるでエミリアの奥に潜む何かを探そうとしているようで、あまりの真剣さに見られているエミリアの方がいたたまれなくなった。

「や、やっぱりやめておくわ。気が乗らないもの。あなたのせいで今日の稼ぎは台無しよ」

　つい挑戦的になったのは、そんな自分に納得できなかったからだ。すると今度はヴィクトールが顔を強ばらせて目をそらした。

「稼ぎ……それはどっちの仕事のことだ？」

　苦々しい口調からは強い怒りが伝わってきたが、今さら後には引けない。

「いい加減にしてよ。もうこれ以上つき合いきれな──あっ！」

　エミリアは悲鳴を上げて、大きくのけぞった。いきなり首筋にキスされたのだ。

「君は……いい匂いがするな」

　ヴィクトールは繰り返し羽で撫でるように唇を落としてきた。そのたびに細い身体はビクビクと震える。薄い皮膚の下で何かがざわめいているみたいで、とてもじっとしていられなかった。

「あ、あ、ん」

「それにとても敏感だ」

　ヴィクトールは顔を上げると、再びエミリアに口づけた。そっと唇を合わせてから、感触を楽しむように徐々にキスを深めていく。

「ん……う、ん」

　互いの唇が離れては重なり合い、エミリアはいつの間にか目を閉じていた。うまく息ができないし、どんなふうに応えればいいかもわからない。しかも今はヴィクトールから罪を問われて、逃走の機会をうかがっている最中なのだ。それなのになぜか彼を拒みたいとは思わなかった。

　──おかしいわ……私。

　エミリアの身体から徐々に力が抜けていく。やがてヴィクトールはつかんでいた手首を離すと、そこにも交互に唇を押し当てた。

「心配しなくても金は欲しいだけ払う。君が泥棒でなければの話だが」

「あっ！」

　ふいにドレスの上から右の乳房をまさぐられ、エミリアは大きく目を見開いた。そんなところに触れられるのは初めてで、くすぐったさと困惑に身を捩らずにいられない。

　ところがヴィクトールの手は膨らみを覆うようにして、なおも柔らかく揉みしだく。さらにもう一方の手でドレスをめくり上げ、下着の上から腿を撫で始めた。

「やめて！」

　実のところ、エミリアは男女の睦言についてほとんど知識がない。それでもこのままだと凌辱されてしまいそうなことはわかった。

「嫌よ！　放して！」

　しかしいくら跳ねのけようとしても、相手はびくともしない。それどころか抵抗が気にいらなかったのか、ヴィクトールはいきなりドレスの胸元を引き裂いた。

「ああっ！」

　布の間から零れた乳房をつかまれ、エミリアは絶望の悲鳴を上げる。だがヴィクトールは頓着せずに、白い膨らみに唇を寄せてきた。娼婦か、それとも盗賊なのか──本気で正体を確かめるつもりらしい。

「きれいな乳房だな」

　熱い唇は右の半球ばかりを、形を確かめるように這い回る。それが肌を滑るたびに奇妙な疼きに襲われ、エミリアは激しくかぶりを振った。身体の中からじっくり炙られているようで、腰の辺りが異様に重苦しくなっていく。もう演技を続ける余裕などなかった。
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「あ、あ！　やめて！　嫌ぁ！」

「なるほど」

　ヴィクトールはエミリアの胸を味わいながら、あざ笑うように呟いた。

「さすがに身体は正直だ。君が娼婦というのは嘘だな。男を誘うのはとびきりうまいが、誰かれ構わず抱かれるわけではないらしい」

「い、いいえ、私は──きゃうっ！」

　いきなり乳首を摘ままれ、エミリアの腰が跳ね上がる。痛いのに、それ以上に甘い痺れに襲われて呆然としていると、まるで罰するかのようにキュッと捻られた。

「あんっ！」

「おやおや、どんどん硬くなってきた。君はここを弄られるのが好きみたいだな。ならば、こちらもかわいがってやらないと」

　右胸をさすらっていた唇が、突然左の乳首を咥えた。

「ひうっ！」

　まるで雷光が身体を駆け抜けたみたいだった。鮮烈過ぎる刺激に涙が滲む。

　しかしヴィクトールは可憐な肉粒を離そうとしなかった。右側を指先で擦りたてながら、左は音をたてて舐めしゃぶる。断罪は容赦なく続いた。

「必ず仲間の行方を教えてもらうぞ。時間はたっぷりあるのだから」

「やめ、やめてっ！　あうっ！」

　乳首を含まれたまま喋られるのはたまらない。エミリアは身悶えし、涙に濡れた目でヴィクトールを睨みつけた。

「どうしてこんなひどいことするの？　いったいあなたに何の権利があるのよ？」

「あるとも。私はこの国に対して責任がある」

　まるで王国を統べる君主のような口ぶりだ。

「……責任？」

　ヴィクトールは弄んでいた胸から手を離し、ゆっくりと上体を起こした。

「危険な盗賊を野放しにはできない。民のために」

「民って……まさか……それ……氷の……炎？」

　エミリアは輝くペンダントを呆けたように見つめた。

　今までさまざまな宝石の噂を耳にしてきたが、豊かなマーデン王国の『氷の炎』もそのひとつだ。不思議な赤みを帯びた大きなダイヤモンドはこの世に二つとない逸品で、代々王位を継ぐ者がその証に身につけているという。

　まさか実際に本物を見られる日が来るとは思いもしなかったが、目前の宝石はエミリアを幻惑するように尋常でない輝きを放っていた。

「改めて自己紹介させてもらう。私はヴィクトール・カール・マーデン。この国の王太子だ」

「何ですって？」

「君が狙っていたこの石にちなんで、『緋色の王太子』と呼ぶ者もいるがね」

「ね、狙ってなんか──」

　それではやはり、このレッドダイヤモンドは『氷の炎』なのだ。しかしどうしてれっきとした王太子が浮ついた仮面舞踏会などにいたのだろう？　確かに目前の青年はただならぬ自信と気品に満ちているけれど。

「どうぞお見知りおきを」

　皮肉な笑みを浮かべて会釈すると、ヴィクトールはエミリアの首元の金鎖に手をかけた。

「実にかわいらしいロケットだな、エミリア」

　ロケットが勢いよく引きちぎられたのは、次の瞬間だった。

「何をするの？　返してちょうだい！」

　エミリアは悲鳴を上げて、飛び起きる。相手は王太子で、自分は罪を追及されている身だが、引き下がる気はなかった。金のロケットはそれほどかけがえのないものだったのだ。

「お願い！　それを返して。返してってば！」

　エミリアはヴィクトールに取り縋ろうとしたが、かわされて突き飛ばされた。

「とても大切なものなのだろう？　だからこそ君が逃げ出したりしないよう、これは預かっておく。君が真実を話す気になるまでね」

　ヴィクトールはロケットを手にしたまま寝台を下りた。

「待って、ちょっと待ってよ！　そんなのひどいわ。私、本当に何も知らな──」

「わかっているだろう、エミリア？　私が聞きたいのはもっと別の答えだ。頭を冷やして、よく考えることだな」

　にべもない口調に、それ以上何も言えなくなってしまう。エミリアにできるのは、露わにされた胸元を押さえ、足早に去る後ろ姿を見送ることだけだった。






　第三章






　エミリアは夜の森を必死に走っていた。

　背後からは何人もの足音が追ってくる。息が切れて苦しかったし、恐ろしくてたまらなかったが、とにかく小さな足を動かし続けた。

　だが追っ手の気配はすぐ近くまで迫っていた。荒く熱い吐息まで感じられるくらいだ。

　──待て、小娘！

　相手は声を荒らげ、殺気を隠そうともしない。もしつかまったら、どんな恐ろしい目に遭うかわからなかった。

「嫌ぁ！　助けて！」

　細い肩をつかまれそうになり、エミリアは身を縮めて泣き叫んだ。

「あ……」

　涙に濡れた菫色の瞳がまたたく。

　悲鳴を上げたため、目が覚めたのだろう。エミリアがいたのは、昨日ヴィクトールに連れてこられた部屋だった。窓から朝の光が差し込んでいたが、幸い彼の姿はない。

　──私、あの夢をまた……。

　思わず胸に手を当てると、鼓動は恐ろしいくらい速くなっていた。

　何度もこの夢を見ているけれど、そのたびにエミリアはひどい切迫感に襲われる。昔のことは何も覚えていないのに、状況や森の景色はいやに鮮明で現実感があった。もしかしたらあれは、実際に起きたことなのだろうか？

「ううん、違う。そんなはずないわ」

　エミリアは無意識に首に手をやり、目を見開いて凍りついた。ヴィクトールに金のロケットを取り上げられたことを思い出したのだ。

　彼は正しかった。あのロケットを置いて、この屋敷から逃げ出すわけにはいかない。

　──どうしよう？

　ここに連れ込まれてから、もう何時間もたっていた。エドモンは宿屋や街道に手を回したと言っていたが、ヨハンはうまく逃げられただろうか？　みんなはどうしているのだろう？

　いろいろな疑問が頭の中で渦を巻き、胸が引き絞られるように痛んだ。

　もしヨハンが隣にいたら、背中を叩くいつものおまじないをして、エミリアをなだめてくれただろう。彼がいない時にはロケットに触れて気持ちを静めていたが、今はそれさえかなわない。不安は募るばかりだった。

　──大丈夫よ、エミリア。きっとなんとかなるわ。

　少し胸苦しくなって、エミリアは深く息を吐いた。ロケットの硬く滑らかな感触を思い出すため目を閉じる。

　それはずっと心の支えだったが、まだ中を見たことはなかった。特に理由もないのに、中身を知ったら悪いことが起こりそうな気がしたのだ。このロケットこそが、失った過去に繋がる唯一の品だったからである。

　エミリアは幼かったころのことを何ひとつ覚えていない。最も古い思い出はヨハンたちと出会った時のことだった。森の奥でひとりきりで眠っているところを、通りかかったヨハンの父が見つけたのだ。

　あれから十二年が過ぎたが、その日のことは今でもよく覚えている。




　目覚めた時、辺りは明るく、周りには見知らぬ大人たちが立っていた。

「お嬢ちゃん、こんなところで何してるんだ？」

「迷子なのかい？」

　いくら問いかけられても、何も答えられず、次第に涙が溢れてくる。

　すると、茶髪の優しそうな女性が近寄ってきた。それがヨハンの母、ソフィアだった。

「かわいそうに。怖がってるじゃないか」

　ソフィアははおっていた肩掛けで小さな身体をくるみ込み、「もう大丈夫だからね」と笑いかけてくれた。

「かわいい小さなお嬢ちゃん、名前を教えてくれるかしら？」

　なんとか涙は止まったが、あいかわらず答えることはできない。

「それじゃ、年はいくつなの？」

　その質問にも首を振るしかなかった。おかしな話だが、いくら考えても名前も年齢も思い出せない。どこから来て、なぜたったひとりで森にいるのかもわからなかった。それに着ているドレスや靴は泥だらけで、手足にもかすり傷がいっぱいだ。

「困ったわねえ。背格好からいったら六歳くらいに見えるけど」

「……わからない。何も思い出せないの。ごめんなさい」

　ソフィア以外の大人たちは眉を寄せて顔を見合わせていた。

「思い出せないって、そりゃまたどういうことだ？」

「ひょっとして頭がおかしくて捨てられたんじゃ──」

　心ない言葉が聞こえ、また涙が零れそうになった時だ。

「そんなことない！」

　困惑する大人たちの輪から、ソフィアによく似た少年が飛び出してきた。少年は「俺はヨハンだよ」と名乗ると、辺りを見回して言いきった。

「頭がおかしいはずないよ。もちろん捨て子でもない。だってこの子は賢そうだし、すごくかわいいもの。とにかくこのままにしてちゃだめだ！」

　ヨハンは当時まだ十一歳だったが、まったく物怖じする様子はなかった。

「そうだ。今日から俺の妹になればいい。いいだろ、父さん、母さん？　きっとこの子は神様からの贈りものだ。一緒に連れていってやろうよ！」

　その言葉に、大人たちは揃って顔色を変えた。もちろんこのまま放り出すつもりはないにしても、その先が問題だった。記憶を失い森に放置された娘に曰くがないはずはないし、彼らにも事情があったからだ。

　やがてひときわ思慮深そうな長身の男が身を屈めて訊いてきた。もちろんその時はわからなかったが、彼こそ一団の頭目であり、ヨハンの父であるポールだった。

「お嬢ちゃん、あんたはどうしたい？　俺たちと一緒に来たいのか？」

「……はい」

「だったら決まりだ」

　頷いたのは他に答えようがなかったからだが、途端に小さな身体はポールの頑丈な肩の上にひょいと乗せられた。

「あ！」

「あんたはもううちの子だ。だからヨハンの妹ってことだな」

　いきなり目線が高くなって戸惑っていると、ソフィアが背中を撫でてくれた。その隣でヨハンもうれしそうに笑っている。

「私はあんたの母さんってことになるね、お嬢ちゃん」

「母さん、お嬢ちゃんじゃないよ。この子はエミリアって名前だし、年は六歳だ。ちゃんとエミリアって呼んでやらなくちゃ」

　ヨハンの言葉に誰よりも驚いたのは、そう呼びかけられたエミリア自身だった。

「エミ……リア？　私が？」

「そうだよ。俺は今日からエミリアの兄ちゃんだ。よろしくな」

「俺は父さんってわけだな」

　エミリアを肩車したポールが歩き出し、それをきっかけに他の大人たちも納得した様子で後に続いた。そんな中、エミリアだけが途方に暮れていた。

「だけど……エミリアって、どうしてそんなことわかるの？」

「だってそのロケットに刻まれているじゃないか。見てみなよ」

「えっ？」

　ヨハンに言われるまま胸元に目をやると、金のロケットが揺れていた。それをつけていたことさえ忘れていたのだが、確かにその表面には繊細な花の文様と共に「エミリア」と刻まれ、生年月日らしい日付も添えられていた。

「ほんとだ。みごとな細工だねえ」

　顔を寄せたソフィアが驚いたように嘆息すると、ポールも大きく頷いてみせた。

「きっと大切なものに違いない。エミリア、これは肌身離さずつけていなきゃいけないぞ」

「はい……父さん」

　その日、エミリアは彼らの家族として迎え入れられたのだ。

　ポールたちは祭りや市で芝居を披露する旅芸人で、町から町へ各地を渡り歩いていた。しかしそれはあくまで表向きで、彼らにはもうひとつの本業があった──富豪ばかりを狙う盗賊だったのである。もちろんエミリアには、長い間秘密にされていたけれど。

　一方で家と呼べるものこそないものの、日々の暮らしは楽しかった。働き者で優しい母ソフィアと、口数は少ないが頼もしい父ポール。そして隣にはいつもヨハンがいて、誰よりもエミリアを大切にしてくれた。それでも彼らと出会う前の記憶が戻ることはなかった。

　エミリアも自分の過去が気になったし、なんとか記憶をたどろうとしたこともある。ところが思い出そうとすると、必ず胸が苦しくなって息ができなくなった。

　そんな時はすぐにヨハンが飛んできて、「無理するな」と元気づけてくれたものだ。

「思い出せなくたっていいさ。たぶんすごく嫌なことがあったんだ。だから忘れちまったんだよ」

　もしかすると例のまじないは、つらそうな姿を見かねたヨハンが思いついたものかもしれない。エミリアは彼や両親の優しさに包まれて、すくすくと大きくなっていった。何ひとつ思い出さず、家族の裏稼業も知らないままに。

　だが、やがて転機が来た。エミリアが十五歳になるころ、ポールたちの仕・事・に気づいたのだ。誰もが悟られないよう注意してはいたが、常に一緒にいて、すべてを隠し通すのは無理だった。

「お願いよ。私も連れてって！」

　秘密を知ったエミリアは手伝いたいと訴えた。もちろん盗みが悪いことはよくわかっていたし、迷いもあったものの、それより自分も役に立ちたいという気持ちの方が強かった。

「妙なことを言うもんじゃないよ、エミリア。あんたには他にやることがあるじゃないか」

「だけど母さん、私もみんなのために何かしたいのよ」

　エミリアはすでに芝居の舞台に立っていたし、ソフィアと共に炊事や洗濯もこなしていたが、もっとポールたちに尽くしたいと思っていた。夜の森で自分を救っただけでなく、まるで本当の家族のように慈しんで育ててくれたのだから。

　けれどもいくら頼んでも、ポールもヨハンも決して頷こうとしなかった。そこでエミリアは、ある日こっそり一行をつけていった。同行が許されないのは、彼らが自分を巻き込みたくないからだとわかっていたのだ。

　結局、エミリアはその時からはかりごとに加わることになった。それまでは女装したヨハンが狙った相手を誘惑して油断させていたが、かわいらしいエミリアの方がずっとうまくことが運ぶからだ。

　それからたちまち三年が過ぎ、エミリアはその間にいろいろなことを知った。ポールたちが襲うのは貴族や取り巻きの商人などあくどい金持ちだけで、彼らから奪った金品は困窮する人々に分け与えていた。また襲撃の際もできるだけ相手を傷つけないようにしていたし、こんなことを始めたのも、そもそもマーデンなど貧富の差が激しい諸国の悪政に憤ったからだった。

　富裕層が豪華な装身具をまとって遊興にふける中、大多数の国民は日々の食事にさえこと欠く有様だし、そんな状況を許している君主たちは強大な国軍に守られていた。誰かが動かなければ、弱い立場の者たちは飢え死にしていたかもしれない。

　──盗賊……いいえ、違う。父さんたちは義賊よ。もちろん許されることじゃないけど、大勢の人を救ってきたんだから。

　エミリアはそう思っていたが、ヨハンはいまだに彼女が関わることに反対しているようだった。それをはっきり告げられたのは、ひと月前のことだ。

「エミリア、俺の嫁さんになってくれないか？」

　突然の告白は、まったく思いがけないものだった。

「小さいころから、いや、初めて会った時から決めていたんだ」

　エミリアが言葉の意味を受け止めきれずにいるうちに、ヨハンはさらに畳みかけてきた。

「俺が嫌いか、エミリア？」

「まさか！　ヨハンのことは大好きよ。でも」

　ヨハンを慕う気持ちに嘘はない。けれど結婚なんて考えられなかった。エミリアにとって、彼はずっと大切な兄だったのだから。

「父さんも母さんも賛成してくれてる。急にこんなこと言われても困っちまうだろうが、頼むから考えてみてくれないか」

　エミリアが混乱することを予想していたのだろう。ヨハンはしばらく猶予をくれた。次の仕事が終わった後に返事をすることになったのだ。しかし彼の願いはそれだけではなかった。

「エミリアがどんな答えを出そうと、俺はそれを受け入れる。だけど盗みからはこれっきり足を洗ってほしい」

「……ヨハン」

「似合わないよ、エミリアにはこんなこと」

　穏やかながらも真摯な口調に、エミリアも黙っていられなくなった。

「それなら私もお願いがあるの。もし私と結婚したら……ヨハンも盗賊をやめてくれる？」

　ヨハンはしばらく黙っていたが、やがて「考えてみる」と答えた。彼もまた新しい生き方を模索していたのかもしれない。

　いずれにしてもあの仮面舞踏会はエミリアの最後の仕事で、二人にとっては大きなきっかけになるはずだった。よりにもよって、そこでヴィクトールに捕まってしまったけれど。




　エミリアを回想から引き戻したのは、扉が開く音だった。

「おはよう、エミリア」

　低いのに、よく通る声。部屋に入ってきたのはヴィクトールだった。その胸には、今朝もレッドダイヤモンドが輝いている。

　思わず胸元をかき合わせてから、エミリアは目を見開いた。昨夜引き裂かれたドレスではなく、白い寝衣を着せられていたのだ。質素だが、清潔なものだ。

　いったい誰が着せてくれたのだろう？　素早く視線を走らせたが、部屋の中にはドレスもコルセットも見当たらない。エミリアは戸惑いながら、ヴィクトールを見やった。

「……おはようございます」

「少しは眠れたかい、お姫様？」

　皮肉な口ぶりだが、悪意は感じられなかった。それどころかその眼差しはエミリアを気遣っているようで、昨夜とは明らかに様子が違う。

　──どういうこと？

　とはいえヴィクトールの姿を見たことで、彼にされた行為もまた生々しく蘇ってきた。

　熱を孕んだ鋭い視線、息継ぎさえできないほど濃厚な口づけ、白い胸を執拗に弄んだ唇や指先。そして初めての愛撫に、なすすべもなく震え続けたひととき。

　──嫌！

　ヴィクトールが寝台の方へ歩み寄ってきた。乱れ始めた鼓動に戸惑いながら、エミリアはあえてその視線を受け止める。彼に弱みを見せたくなかったのだ。

「すぐに食事を運ばせよう」

「いえ、けっこうです。おかまいなく」

　つい不愛想な口調になってしまったが、ヴィクトールは気にする様子もなく、おかしそうに口角を上げた。

「君は意外に気が強いのだな」

「う、生まれつきです」

「なるほど」

　かすかに笑みを浮かべ、ヴィクトールは静かにエミリアを見つめ続ける。その表情は穏やかで、まったく状況にそぐわないものだった。もしかして今も、昨夜のように誰かの面影を探しているのだろうか？

　しかし一方のエミリアはどうにも落ち着かない。しょせん別人なのだし、自分と似ている娘に重ねられてもいい気持ちはしなかった。自然、態度もそっけなくなってしまう。

「何か？」

「いや、失礼。君はやはり私の幼馴染に似ているよ。とてもかわいい子だったけれど、少しだけ負けず嫌いだったから」

「その方、今は？」

「彼女とは会っていない。もう十年以上ね」

「まあ」

「いつも私の後をついてきて……素直で明るくて、本当にいい子だった」

　ヴィクトールは笑みを消し、過去を反芻するように目を閉じた。まるで雲が太陽を隠すみたいに、たちまち輝く美貌に影が差す。

　その様子に、エミリアの心がふと動いた。彼にもかわいがっていた幼馴染がいたのだ、ちょうどヨハンと自分のように。

「お寂しいでしょうね」

「いや。それはもう慣れたが、彼女に似ている人を責めるのはやはり気が重い。だからエミリア、どうか本当のことを話してくれないか？　君の正体と仲間の行方を教えてほしい」

「わ、私は泥棒じゃありません！　それに仲間もいません！　何度もそう言ってるでしょ？」

「しかし疑いを否定できるだけの証拠がない」

　和らぎかけていた空気が再び硬化した。エミリアはヴィクトールの過去が気になったものの、同情させて自分を誘導しようとしたことに腹が立ったし、彼もまたエミリアの頑なさに苛立ちを見せた。

「まだ娼婦だと言い張るつもりか？」

「ええ。だって本当ですもの」

　するとヴィクトールは手首をつかみ、華奢な身体を寝台から引きずり下ろした。

「何するの？」

　倒れそうになりながらも、なんとか持ちこたえ、エミリアは昂こう然ぜんと顎を上げる。

　本当は寝衣姿でヴィクトールの前に立つのは心細くて、いたたまれなかった。昨夜あんな目に遭わされたばかりなのだ。しかもどういうわけかエミリアは寝衣の下に何もつけていなかった。

「エミリア、君の勇気と胆力には敬意を払う。だがこの屋敷から出たいのなら、私を納得させてもらうしかない」

「納得？」

「それを脱ぎたまえ」

　ヴィクトールは手首を離すと、平板な声で言い渡した。容赦ない命令にもかかわらず表情も変えず、着衣も身につけたままだ。彼からすれば、これもまた尋問のひとつに過ぎないのだろう。

「本物の娼婦なら、ちゃんと私を楽しませてくれ。行為に満足できたら君をすぐに解放するし、あのロケットも返す」

「楽しませる？」

「できなければ盗賊の一味と見なすしかない」

「……しかたないわね」

　逃げ道はなかった。不安と屈辱に震えながら、エミリアは首元で結ばれた夜着のリボンを解く。

　男の悦ばせ方など知らないし、これから起こることが恐ろしくてたまらない。けれどヴィクトールを納得させることができれば、ヨハンたちの追跡もやめてもらえるかもしれないのだ。

　エミリアは唇をきつく噛み締め、肩から寝衣を落とした。秋が近づいているせいか、冷ややかな朝の空気に肌がたちまち粟立ってしまう。

「本当に強情な娘だな」

　ヴィクトールが大きく息を吐いた。

　熱っぽい眼差しがシミひとつない肌を、桜色に染まる乳首を、下肢の淡い叢を這い回る。

「とはいえ、とても美しい身体だ。君を抱いた男たちはさぞ夢中になったことだろう」

「私は──」

　エミリアは今まで誰かに抱かれるどころか、素肌をさらしたことさえない。しかしこれはまだほんの始まりに過ぎないのだ。強い視線に耐えられず、両腕で胸元を覆うと、その場に跪くよう命じられた。

「胸は隠さないでくれ。恥ずかしそうな姿もかわいらしくて悪くはないが」

　エミリアは一糸まとわぬ姿で、のろのろと膝をつく。身動きするたびに豊かな乳房がフルフルと揺れ、恥ずかしくて全身が火のように熱くなった。

「始めよう」

　ヴィクトールが下衣の前をくつろげながら、すぐ前に立った。

「あ……」

　すでに形をなし始めている怒張を見せつけられ、エミリアは大きく息を呑む。

　生まれて初めて目にした男根は意外なほど大きかった。浅黒く、血管が何本も浮き出ていて、危険な凶器を連想させる。端麗なヴィクトールの一部とはとても信じられないが、自分はこれで純潔を散らされてしまうのだろうか？

「どうした？　こんなものは何度も見ているだろうに」

「え、ええ、でも」

「君のやり方でいい。まずはそのかわいらしい口で楽しませてもらおうか」

　口でと言われても意味がわからず、エミリアは恐る恐る異様な肉塊に顔を寄せる。これに口づけろということだろうか？　だが娼婦らしく笑顔で応えなければいけないのに、どうしても身体がいうことを聞いてくれない。

「焦らしているのか、エミリア？　それともまだお預けということか？」

　動揺して声も出せずにいると、ヴィクトールはいきなりエミリアを抱いて、寝台へと運んだ。

「あっ！」

「まあいいさ。楽しみ方はいろいろある」

　抵抗する間もなく、エミリアは仰ぎょう臥がしたヴィクトールの上で四つん這いにさせられた。ただし彼の顔をまたいでいるため、ちょうど秘部を彼の顔にさらす形になってしまう。

「や、嫌ぁっ！」

「君の花園は……きれいな色をしているな」

「やめて、やめてよ！　こんなの嫌よ！」

　恥ずかし過ぎる格好をなんとか改めようとしても、腰をがっちり押さえつけられていてかなわない。また抵抗しようとすればするほど、ふっくらした双丘が誘うように揺れるのだった。

　そんな様子を楽しんでいるのか、ヴィクトールはいっこうに動こうとしない。

「実に淫らだな、エミリア。ただ見ているだけなのに、どんどん蜜が溢れてくるぞ」

「そんなはず──」

　まるで言葉と視線で犯されているようで、エミリアは何度もかぶりを振った。

　長い指が肉色の花弁をつまんだのは、その時だ。

「ああっ！」

　瞬間、身体の中を閃光が駆け抜けた。続いて蜂蜜色の下生えに息を吹きかけられ、花びらの縁をなぞられて、エミリアは大きく身体を震わせる。ごく弱い刺激なのに、それがかえってたまらなかった。

「ふふ、ここも思った以上に敏感だ」

　ヴィクトールは低く笑うと、繊細な裂け目に指の腹をあてがい、ゆっくり前後に動かし始めた。

「あっ！　や、やぁ！」

「いけない子だ。こんなにいっぱい濡らして」

　その言葉どおり、両脚の間からはグチュグチュといやらしい音が聞こえた。絶え間なく与えられる指戯に、エミリアは激しく身悶える。しかしヴィクトールから逃れることも、強烈な快感をやり過ごすこともできなかった。

　ヴィクトールは滴る蜜をすくい取っては、花園全体に塗り広げていく。本気で拒みたいと思っているのに、いつしかエミリアは自分から彼の指を追いかけていた。

「あ、う、うう……」

　無意識に腰をくねらせては熱い粘膜を押しつけ、秘裂をいじられるたびに嬌声を上げてしまう。ヴィクトールに翻弄されるまま、エミリアは何も考えられなくなっていった。

　やがて器用な指先は花びらをかきわけ、小さな肉芽を探り当てた。

「ああ、ここか」

　その意味を理解できないうちに薄い包皮をめくられた。そこへたっぷり蜜をまぶされ、指先でクリクリとくすぐられて、エミリアは大きく身体をしならせる。

「ひいぃっ！」

　雷光に貫かれたように全身が痺れ、一瞬気が遠くなった。今まで自分にそんな部分があることさえ知らなかったのに、身体は甘く激しく痙攣し続ける。

「あ……あ……や……」

「達したね、エミリア」

　腕から力が抜けて。エミリアの上半身は寝台に突っ伏した。だがヴィクトールにつかまれた腰は高く上げられたままだ。花襞への蹂躙はすぐに再開された。

「あうっ！」

　引きつるような違和感に、エミリアの腰が跳ね上がる。今度狙われたのは可憐な蜜口だった。淫蜜のぬめりのおかげで指はゆっくり、しかし確実に奥へと入り込んでいく。

「力を抜いて、エミリア」

「嫌！　やめてぇ！」

　エミリアは必死に逃げを打とうとしたが、かえって強く腰を引き寄せられてしまった。それどころか、

「ひゃん！」

　突然、あたたかく濡れたものが花芯に触れたのだ。ピチャピチャと濡れた音が響き、そこから蕩けそうな快感が伝わってくる。

　秘部を舐められていることに思い至り、エミリアは目を見開いて凍りついた。次々と施される愛戯のすべてがエミリアの限界をはるかに超えている。

「あ、あん、許し……て、もう」

　男性に裸体をさらして、最も恥ずかしいところを思うさま嬲られ、歓喜の声を上げている──こんなふしだらなことが許されるはずなかった。今すぐやめなければ、きっと神の怒りに触れて罰を与えられてしまう。

　けれどヴィクトールは舌と唇を巧みに使い、エミリアを啼かせながら指で隘路を広げていった。

「意外に狭いな。何人の男がここを味わった？」

「あう、ああ、んん！」

　いったい自分はこれからどうなってしまうのだろう？　攻められている場所が不穏な熱を孕み始め、抗うこともできずに惑乱の海へと導かれていく。

「私をくわえるんだ、エミリア」

　快楽で呆けた耳元にヴィクトールが囁いた。

「慌てなくていい。舌で舐めて、しゃぶるんだ。私が君にしているように」

　求められたのはヴィクトールの男根を口にすることだった。エミリアは命じられるまま身を屈め、脈打つ雄に唇を寄せる。恥じらいや抵抗を感じる余裕などとうに失っていた。

「う、んふっ！」

　ほおばろうとしても、大き過ぎて肉茎全体を口内におさめることはできない。しかたなく先端をくわえ、拙いながらもピチャピチャと舌を這わせてみた。

「そうだ。それでいい」

「んっ、う、んん」

　次第に頭の中が白く霞んでいく。なおも蜜園を貪られ、受け止めきれないほどの快感に酔い痴れながら、エミリアもまた熱塊への口淫を続けた。
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　第四章






　仮面舞踏会の夜から数日が過ぎた。

　エミリアが連れてこられた屋敷はマーデンの先々代の国王が建てた離宮で、もともと狩猟の際に用いられていたらしい。現国王が狩りを好まないため、今はほとんど使われていないという。

　ヴィクトールが離宮で暮らし始めたのは半年前からだそうで、使用人の数も少なく、雰囲気はずいぶん気楽なものだった。

　大切なロケットを取り上げたことで逃亡しないと確信したのか、ヴィクトールはエミリアを拘束しようとしなかった。それどころか屋敷の中であれば、自由に出歩くことも許していた。とはいえ毎晩エミリアを、容赦なく攻め立てはしたけれど。

　離宮のことをいろいろ教えてくれたのは、小間使いのナディアという娘だった。

「おはようございます、お嬢さ──あっ！」

　その朝も、ナディアは扉を開けると急いで駆け寄ってきた。

「もうお嬢様ったら、またそんなことなさって」

「おはよう、ナディア。今日もいい天気ね」

「ええ、確かにいいお天気ですけど……困ります！　それは私の仕事だし、もっとゆっくりなさってください」

　エミリアは寝乱れた寝台を自分で整えていたのだ。それを見て、ナディアは大きな水差しを抱えたまま嘆息する。眉を寄せてはいたが、その青い目は笑っていた。

「だっていつまでも寝てられないし、掃除くらい自分でしないと」

　エミリアも笑顔で水差しを受け取った。

「重かったでしょ？　どうもありがとう」

「どういたしまして。それよりお嬢様、今朝もお支度を手伝わなくてよろしいのですか？」

　ナディアは近くの農家の出で、十八歳になる赤毛の娘だ。笑顔がかわいらしく、朗らかで、よく気も回る。これまで家業を手伝っていたが、ヴィクトールが来てから厨房の下働きとして雇われたそうだ。

　今は身の回りの世話をしてくれているが、同い年のせいかエミリアとはすぐに仲よくなった。しかしどれほど親しくなっても、「お嬢様」という呼び方を改めない生真面目さも持っていた。

「ええ、大丈夫。慣れているから。それにナディアもいろいろ忙しいでしょ？　場所を教えてくれれば、湯沸かしくらい自分でするのに」

「とんでもない！」

　ナディアは真顔になって首を振った。

「そんなことをしたら、ヴィクトール様に叱られてしまいます」

　ヴィクトールは何日もエミリアを留め置き、夜には必ず部屋を訪れるものの、その理由を周囲に明かしていないという。そのためナディアをはじめ離宮で働く者たちはみな、エミリアを特別な存在と見なしているらしかった。王宮からエミリアが着られそうなドレスをわざわざ運び込み、小間使いまでつけているのだから、そう思われるのも当然だろう。

　──違うのに……全然。

　素直なナディアを騙しているようで心苦しくなり、エミリアは小さくため息をつく。だが同時に、ある考えが閃いた。

「ねえ、後で厨房に案内してもらえないかしら？」

「厨房へ？　どうしてですか？」

「場所を覚えておけば、自分で食事を取りに行けるでしょ？　いちいちあなたに運んでもらうのは悪いもの」

「まあ、お嬢様！」

　ナディアが困りきった様子で口をつぐんでしまったので、エミリアは急いで言い添えた。

「お願いよ、ナディア。ただぼんやりしているのは性に合わないの。料理だって少しはできるし、洗濯や掃除も好きだから、私にも何かさせてちょうだい」

「料理なさるのですか？　貴族のお嬢様なのに？」

「私、貴族なんかじゃないわよ。言葉づかいだって違うでしょ？」

　エミリアが苦笑すると、ナディアは青い目を見開いた。

「……違うのですか？」

「ええ、家事は母さんに教えてもらったのよ」

　どんな話題から足がつくかわからないから、彼女にも具体的な話はできない。それでもエミリアは、自分はごくふつうの娘だと訴えた。

　たとえ逃げられないとしても無為な時間を過ごすのは嫌だったし、働けば気も紛れる。それにヴィクトールはいったい何をしているのか、毎日外出して、日が沈むころまで屋敷に帰ってこなかった。

　ロケットさえ取り戻せれば、いつ逃亡の機会が訪れるかわからないのだ。今のうちに館の間取りを頭に入れておきたかった。

「ね、ナディアを手伝わせて。いつも忙しそうだもの」

「ありがとうございます、お嬢様」

　ナディアは声をつまらせ、深く頭を下げた。

「本当にうれしいですし、せっかくのお申し出ですから厨房にもご案内しますけど……お嬢様はやっぱり私たちとは違うと思います。おきれいなだけじゃなく、何ともいえない気品がおありで、ようやくヴィクトール様にお似合いの方が見つかったって、私たちとても喜んでいるんですよ。これでご苦労が報われますもの」

「苦労って？」

「去年、戦で大怪我をなさったんです。今はすっかりお元気になられて、少しずつ公務にも復帰されていますけど、一時はお命が危ぶまれたことさえあって……それで王宮を離れて、こちらで静養されているんですよ」

「そうだったの」

　昨年、北方にある二つの国が国境を巡って争ったことはエミリアも覚えている。そのせいで、何度も旅程を変更させられたからだ。

　両国は何カ月も小競り合いを繰り返した挙句、マーデン王国に調停役を頼み込んできた。そこで国軍の総司令官でもある第一王子のヴィクトールが収拾に赴き、無事に諍いを治めたが、その帰途で暴徒に襲われたという。

「相手はアンヴォロワ公国の脱走兵たちで、農民を装っていたそうです。幸いすぐに撃退できたのですが、ヴィクトール様はエドモン様をかばって怪我をされたとか」

「アンヴォロワ？」

　瞬間、エミリアの頭の奥で何かが弾けたような気がした。しかしすぐにナディアの声で現実に引き戻されてしまう。

「国王陛下は激怒されてアンヴォロワに攻め入ろうとされたのですが、ヴィクトール様が断固として拒まれたと聞いています」

　マーデンの北に位置するアンヴォロワはもともと友好関係にある国だという。そのために報復を拒んだのかもしれないが、はっきりした理由はナディアに訊いてもわからなかった。

　アンヴォロワ公国──ナディアが部屋を出ていった後も、なぜかその名が頭から離れない。

「ううん、きっと気のせいだわ」

　エミリアは強くかぶりを振って、手早く身支度を始めた。




　扉の前に立つエドモンに気づいたのは、ナディアと一緒に厨房から戻ってきた時だ。

　ヴィクトールの従者である彼とは、できれば顔を合わせたくない。だが明らかにエミリアを待っている様子だったので、しかたなく会釈して声をかけた。

「こんにちは」

「ごきげんよう、エミリア様」

　エドモンが深々と頭を下げるのを見て、ナディアが「私はこれで」と踵を返す。エミリアは、その頬が赤く染まったことに気がついた。エドモンもわずかだが、表情を和らげたようだ。

　──まあ、ナディアったら……。

　どうやらナディアは彼に惹かれているらしい。確かにエドモンは純朴で優しそうな若者で、今もエミリアをまぶしそうに眺めていた。

「お散歩でしたか？」

「いえ、ナディアに屋敷の中を案内してもらっていました。朝食が済んだから、厨房へ行ってきました」

「なるほど厨房ですか。ところでこちらをお持ちしました。殿下からです」

　エドモンが差し出したのは銀の小瓶だ。エミリアが不思議そうに見返すと、「林檎水です」と答えが返ってきた。

「昨晩、少し咳き込んでおられたそうですね。これは喉の痛みに効くので、どうぞ召し上がってください」

「……ありがとう。ヴィクトール様にもよろしく」

　咳き込んだのは喘ぎ過ぎたからだし、そうなってしまうほどエミリアを苛んだのは、当のヴィクトールだった。

　明らかに矛盾しているが、さすがに度が過ぎたと思ったのかもしれない。エドモンが少し決まり悪そうに見えるのも、主が何をしているか知っているからだろう。忠実な従者は常にヴィクトールのために動いているのだから。

　──常に？

　疑問をぶつけるべき相手が誰なのか、エミリアが気づいたのはその時だった。

「あなたはずっと、あの方のおそばにいるんですか？」

　エミリアは林檎水の瓶を受け取り、エドモンの瞳を見つめた。ヨハンたちがどうなったか訊くのは無理でも、ヴィクトールに関することなら答えてくれそうな気がしたのだ。

「ええ」

　はたしてエドモンは怪訝そうにしながらも頷いてみせた。

「殿下がお小さい時からお仕えしています」

「でしたら、私に似ている女の子のことも知っていますよね？」

　エドモンは急に唇を引き結び、わずかに視線を泳がせた。

「知っているんですね？　二人はとても仲がよかったのでしょ？　いつも後をついてきたって聞いたのよ」

「それは──」

「どんな子だったのか、知っているなら教えてください。ヴィクトール様に何度も言われたんです、よく似ているって。そんなことを聞かされたら、やっぱり気になるわ」

　エミリアがなおも言い募ると、エドモンは視線をそらしたまま口を開いた。

「似ているどころか、実は……瓜二つです。お顔立ちはもちろん、月の光のような長い髪も、きれいな紫色の瞳もね。きっとあの方も、あなたのように美しい女性に成長されたはずです」

「でも、ずっと会っていないんでしょ？　その女の子はどうなったんですか？」

「亡くなられたそうです。六歳の時にはやり病にかかって……手は尽くされたそうですが、治療の甲斐なく」

　思ってもいなかった答えに、エミリアは押し黙った。ヴィクトールがこだわっていた相手がもうこの世にいないなんて──。

　しかしエドモンは、まだすべてを言い終えたわけではなかったのだ。

「忘れることなどできません。本当にかわいらしい方で……ずっと先のことですが、殿下は輿入れされる日をそれは楽しみにされていましたから」

「輿入れですって？」

「ええ。亡くなられたのはアンヴォロワ公国の第一王女エミリア姫です。殿下の許嫁でした」

「……エミリア？」

　自分と同じ名前──エミリアは思わず目を閉じた。その上、ここでもまたアンヴォロワの名を耳にした。

「知っていることはすべてお伝えしました。私はこれで失礼いたします。どうぞお大事に」

「どうもありがとう」

　エドモンを見送り、エミリアは見るともなく林檎水の小瓶に目をやる。

　──私たちは以前……どこかでお会いしていませんか？

　その耳に、ヴィクトールの囁きが聞こえたような気がした。もちろん彼は今日も外出しているはずだけれど。

　──ひょっとしてあなたが忘れているだけかもしれない。

　あからさまな敵意の理由がやっとわかった気がした。仮面舞踏会の夜、ヴィクトールは失った宝物を再び目にしたのだ。

　必死過ぎて怖いくらいだった声、エミリアが名乗った時の表情──いったいどんな思いで自分を見ていたのだろう？　仮面を外して素顔を見た時、どれほど心をかき乱されたことだろう？

　ヴィクトールは幼くして亡くなったという少女を、心から慈しんでいたのだろう。エミリアはその娘に容姿が似ているだけでなく、名前まで同じだ。それなのに娼婦だと言い張り、盗賊の疑いも晴れたわけではない。そんな存在を許せるはずなかった。大切な美しい思い出が汚されるようで、怒りを抑えることができないのだろう。

　とはいえエミリアにすれば、とんだとばっちりというものだ。確かに後ろ暗い生き方をしてはいるが、他にどうしようもなかった。ヨハンたちが助けてくれなければ、自分だって幼いころに命を落としていたかもしれない。

　だが今みたいな目に遭わされるほどひどいことをしてきたつもりはない。それに中途半端に優しくされても、ただ惨めになるだけだ。

「心配なんて……してほしくない」

　エミリアは銀の小瓶を手にしたまま、いつまでも扉の前に立ち尽くしていた。




　その午後、エミリアはナディアと共に厨房にいた。仕事を手伝いたいという願いを受け入れてもらえたのだ。

「あ、ナディア。それは私がするわ」

「いいえ、お嬢様は洗ったお皿を拭いてください。手が荒れてしまいますから」

　離宮はめったに使われないので、仕える者の数は少ない。とはいえ王太子が滞在するとなれば何かと手がかかるし、随行する者たちの世話もしなければならず、用事はいくらでもあった。

「これはどこに運べばいいの？」

「あ、お嬢様。それは俺が持ちますよ」

　はじめは遠慮していた使用人たちも、次第にエミリアに笑顔を見せるようになった。

「ありがとう。それじゃ次は野菜の皮を剥くわね。その後はどうすればいい？」

　エミリアは大鍋の前に立つ年配の女性に笑いかけた。厨房を取りしきる料理人ジャンヌだ。

「そうですね。いもと玉葱は四つ割りで、人参は乱切りにしてもらいましょうか」

「四つ割りと乱切りね？　わかったわ」

　こんなふうに身体を動かすのは数日ぶりで、思わず声も弾んでしまう。働いていればよけいなことを考えずに済むし、何より楽しかった。

「お嬢様、喉の調子は落ち着いたみたいですね。あの林檎水、効いたでしょ？」

「もしかしてあれ、あなたが？」

「ええ。うちの孫も喉が弱いけど、あれを飲ませるとすぐ落ち着くんですよ。朝食の前に殿下がみえましてね。喉が痛い時はどうしたらいいかって、そりゃ心配そうにしてらしたので、作ってさしあげたんです」

「ありがとう。おかげで楽になりました」

　エミリアは慌てて表情を引き締めた。うっかり微笑んでしまいそうになったのだ。

　どうやらヴィクトールは本気で自分を心配してくれたらしいが、なぜかそれがうれしくてたまらない。さっきは放っておいてほしいと思っていたはずなのに。

　──嫌だ、私ったら。

　混乱したエミリアは気持ちを落ち着かせようとして、厨房の真ん中にある大きな調理台に向き直った。だから窓の向こうに立つ二つの人影には気づかなかったが、そこにはヴィクトールとエドモンがいて、立ち働くエミリアの様子を見守っていた。

「じゃがいも、玉葱、人参、にんにく、それに鶏肉……今夜は煮込み料理かしら」

「そうですよ。腕によりをかけて作りますから、たくさん皮を剥いていただかないとね」

「任せてちょうだい」

　エミリアは包丁とじゃがいもを取り上げると、手早く剥き始めた。

「お嬢様、ほんとにお上手なんですね」

　ナディアが目を丸くして手元を見つめていた。

「それに確かに家事をなさっている手だわ」

　そう言われて、エミリアは改めて自分の手を見た。

　一緒に暮らす仲間たちとは何でも協力しあうから、実は家事の負担もあまりたいへんではない。それでもダンスや刺繍だけをしている白く柔らかい手とはやはり違っていた。

　エミリアは隣にいるナディアに視線を移した。ふと、その手にある茶色の皮に包まれた作物に目が留まる。小ぶりの玉葱のように見えるが──。

「待って、ナディア！　それ、野菜じゃないわ！」

　その声に、真っ先に反応したのはジャンヌだった。

「何だって？」

　ジャンヌはナディアの手元に鋭い視線を向けたかと思うと、茶色の作物を払い落とした。

「あっ！」

「すぐに手を洗うんだよ、ナディア！　それは毒草だ」

　ナディアが顔色を変えて厨房を飛び出していくと、ジャンヌはエミリアに向き直った。

「どうもありがとうございます、お嬢様。おかげで大事に至らず済みましたよ。私としたことがついうっかりして……それにしてもよくご存じでしたね」

「母さんが教えてくれたんです。にんにくや玉葱と間違えやすいけど、あれには毒があるよって」

　本当は少しだけ迷った。黙っていようかとも思ったのだ。毒草とはいえ大量に食べなければ、軽い食中毒を起こすくらいだ。うまくいけば、みなが伏せっている間にここから逃げ出せるかもしれない。

　しかし気づいた時には、ナディアに声をかけてしまっていた。卑怯なことをしてはいけないと、ずっと言われ続けてきたからかもしれない。

　──しかたないわ。

　エミリアは気持ちを切り替えてじゃがいもの皮を剥き始めたが、ヴィクトールが笑みをたたえて自分を見ていることには依然として気づいていなかった。
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　その夜もヴィクトールは姿を見せたが、今までとは少し様子が違っていた。

「これを預かってきた」

　差し出されたのは、小さな焼き菓子がいくつものった小皿だった。表面には、キラキラした菫の砂糖漬けが散りばめられている。いかにもおいしそうだが、どういうことだろう？

「あの──」

　意味がわからずエミリアが困惑していると、ヴィクトールは肩を竦めて片目をつぶってみせた。

「受け取ってもらわないと、私が叱られる。菫の砂糖漬け入りの菓子はジャンヌの十八番でね。昼間のお礼だそうだ」

「でも、私はただ──」

「そうだな。君は厨房で実によく働いていた。その上、私たちを助けてもくれた」

「えっ？」

「毒草に気づいてくれただろう？　見ていたよ、窓の外からね」

　穏やかな声に誘われて顔を上げると、ヴィクトールは微笑んでいた。その眼差しの柔らかさに、エミリアは目をしばたたく。

「そのまま知らないふりをすることだってできたはずだ。私たちが体調を崩せば、君はその隙に逃げ出せただろうに」

「そんなこと……できないもの」

「ありがとう、エミリア」

　ヴィクトールは菓子の皿を手近な小卓に置き、エミリアの手を取った。仮面舞踏会で踊った時のように優しい仕草だった。

「何を──」

　厨房での姿を見られていたことも、改めて礼を言われたことも、ましてやこんなふうに触れられることも、すべてが想定外で、エミリアはどうしていいかわからない。今夜もまたいつものようにすぐさま寝台に連れ込まれると思っていたのだから。

「スープも君が作ったそうだな」

「あ、あれは母さんの得意料理なの。教えてもらったのよ」

「おいしかったよ。驚いた」

　ヴィクトールはエミリアの手に視線を落とした。

「君は、本当はごく普通の娘なのだろう？　初めてここに連れてきて、じかに手を握った時から、それはわかっていた。どんなに着飾っていても、貴族を相手にしている娼婦とは感触が違う。私が剣を握るように、この手は掃除をし、料理をし、洗濯もしてきたはずだ」

「それは──」

　ナディアにも同じように言われたことを思い出し、何も言えなくなってしまう。そんな気持ちを察したようにヴィクトールは繻子の布が掛かった椅子を引き、エミリアを座らせる。

「少し話をしよう、エミリア」

「話って？」

「君のことを聞かせてくれるか？　ご両親はどんな人たちで、どんな子どもだった？　たとえば小さいころは何をして遊んだ？」

　過去を知りたがるのは、許嫁だったアンヴォロワの王女に似ているからだろう。その死を知った今、ヴィクトールの問いに詳しく答えたい気持ちはあった。しかし、エミリアにはその記憶がない。

「両親のことは何も覚えていません。それに小さかったころのことも知らないんです」

「どういうことだ？」

　もしかしたらこれもまた尋問のひとつかもしれなかった。優しく接して油断させ、他愛ないおしゃべりから盗賊の証拠を拾い出そうとしている可能性もある。

　隙を見せてはいけないと思いながらも、エミリアはもう嘘をつきたくなかった。ごく気をつけて話をすれば、それに裏の稼業について触れないようにすれば、このまま会話を続けても問題はないだろう。

　自分をもっと知ってもらいたい──いつの間にかそう思い始めていることに、エミリア自身は気づいていなかった。

「私は……今の家族に助けてもらったんです。両親はデルネで小間物屋をしていたのですが、店を畳むことになって、次の土地に移る旅の途中で私を見つけたと聞いています」

「では、君はマーデンの者ではないのだな？」

「ええ」

　デルネというのはマーデンよりずっと東にある小国で、ヨハンたちがもともとそこで暮らしていたのは本当のことだ。さらに過酷な徴税に困り果て、国を捨てたのもまた事実だった。

「冬で、幸い雪は降っていなかったけれど、寒い晩だったそうです」

　幼いころ夜の森で泣いていたこと。それより前の記憶は一切ないこと、名前が刻まれたロケットを身につけていたこと──気がつけばエミリアは、誰かに追われる夢を繰り返し見ることさえ打ち明けていた。もちろん裏の仕・事・については触れなかったし、娼婦ではないとも言わなかったけれど。

「……たいへんだったのだな」

　ヴィクトールは労わるように呟き、華奢な身体を引き寄せた。

「あ」

　エミリアは反射的に身を硬くする。今からまた辱めを受けるのだ、と思った。

　いつものように裸にされて乳房をまさぐられ、両脚を大きく開かされて、その奥を指や唇で思うさま嬲られる──繰り返されてきた甘い拷問に、エミリアは今夜も啼かされるはずだ。それにいよいよ純潔を奪われるかもしれない。

　エミリアは目を閉じて、あきらめのため息をつく。ほんの少しだけ二人の心が近づいたように感じたが、もちろん錯覚だったのだろう。

　しかしヴィクトールはそのまま動こうとしなかった。

「エミリア、君は……本当は生娘なのだろう？」

「えっ？　いえ、私は──」

　昨夜までは身体中をさすらってエミリアを狂おしく追いつめた指が、今は蜂蜜色の髪をぎこちなく梳いていた。

「必死に隠そうとしているが、君はいつも怯えている」

　続いて唇が落ちてきたのは、額だった。

「もう無理をするな」

　その後もヴィクトールは髪を撫でながら優しく抱き締めるだけで、寝衣には手をかけようともしなかった。

　──油断しちゃだめよ、エミリア。

　ひょっとしたら毒草を見分けて注意したことや、数奇な過去に気持ちを動かされたのかもしれない。とはいえ、それほど簡単に自分の立場が変わるはずはなかった。エミリアが隙を見せるのを待っているだけで、この優しさも罠かもしれない。

　けれどヴィクトールの腕の中はあたたかくて心地よかった。いくら気を引き締めようとしても、少しずつ身体から力が抜けていく。やがて大粒の涙が頬を伝い始めた。

　──だめよ。しっかりしないと！

　いったい自分はどうしてしまったのだろう？　エミリアは小さくしゃくりあげながら、広い胸に身を任せていた。






　第五章






　エドモンに案内されて、屋敷の裏門へと連れていかれたのは翌朝のことだ。そこでエミリアを待っていたのは、意外にもヴィクトールだった。

「おはよう、エミリア」

　いつも朝早くから日暮れまで外出しているのに、どうしてこんな時間に離宮にいるのだろう？　挨拶を返すまでに少し間が空いてしまったが、戸惑いの理由はそれだけではなかった。

「……おはようございます」

　結局、昨夜の彼は慰めるように抱き締めてくれただけだった。その事実にエミリアはまだ困惑しているが、一方でヴィクトールの笑顔は晴れやかだ。

「お出かけじゃなかったんですか？」

「今朝は、少し私につき合ってほしいと思ってね」

「つき合うって……どこへ？」

「今日は市が立つ日だから、ライネルドを案内しよう」

　思いがけない提案に驚いていると、ヴィクトールに手を取られた。

「いいかな、エミリア？」

「ええ。あの、ありがとう……ございます」

　本来親しさを覚えるような相手ではないはずなのに、彼を振り払うことができない。エミリアはためらいながらも、大きな手を握り返してしまった。

「エドモンが馬車を用意してくれた。さあ、行こう」

　少し先に、栗毛の馬が繋がれた馬車が停まっているのが見えた。地味な色合いで飾りもなく、とても王族が使うとは思えない簡素なものだ。

　もともとエミリアは厨房に行くつもりだったからナディアの服を借りていたが、気がつけばヴィクトールも町並みに溶け込むような格好をしていた。どうやらライネルドの町民を装うつもりらしい。レッドダイヤモンドは服の下に隠しているようだが、それでも人並み外れた美貌は注目を集めてしまいそうだった。

　ところがそんな懸念をよそに、ヴィクトールは手早く準備を始め、エミリアをさっさと馬車に乗せてしまった。手綱を握ったのも彼だ。

「あなたが馭ぎょ者しゃを？」

「あいにくエドモンは用事があるんだ」

　ヴィクトールは慣れた様子で深く帽子を被る。そうすると、たちまちどこにでもいる青年にしか見えなくなった。

「だけど──」

　マーデンは歴史も財力もあり、周囲の国々にも重んじられている格の高い国だ。その王太子がたとえ静養中とはいえ、こんなに気軽な振る舞いをしていいのだろうか？

　しかし続く言葉を見つけられずにいるうちに、馬車は走り出してしまった。

　日差しは強いものの、窓から見える景色はわずかに秋めいていた。離宮があるのは王都の外れと聞かされたが、町まではかなり遠いらしく、どこまでも森が続いている。木々からは、初夏のむせかえるような勢いは消えていた。

　離宮に連れ込まれた時は失神していたので、エミリアにとっては初めて目にする光景だった。

　──ヨハン。父さん、母さん。今、どこにいるの？

　風に髪をなびかせて、エミリアは心の中で呼びかける。

　いまだに解放されないのは、彼らが依然つかまっていないからだろうか？　運がよければ追跡から逃れ、すでに国外に出ているかもしれない。自分がこれからどうなるか見当もつかないが、彼らが無事ならそれでいい。

　エミリアは馬車に揺られながら微笑んだ。




　マーデン王国の王都ライネルドは、その美しさで広く知られている。

　エミリアもこれまで何度が来ていたが、いつも時間に追われていて、町並みを楽しむ余裕などなかった。しかし改めてその場に立つと、ため息をつかずにはいられない。

　ゆったりと流れる大河のほとりに開けた都は、小高い丘に建つ白亜の王宮を中心にして扇状に広がっている。宮殿の造りにならっているのか、石畳の上にはマロニエの並木沿いに瀟しょう洒しゃな白い建物が並んでいた。裕福な者が多いらしく通りにいる人々は華やかに着飾っており、広い道を走る馬車も豪華なものばかりだ。

「きれいな町ですね……とても」

　ところがヴィクトールは無言のまま、エミリアの手を握って歩き続ける。その横顔はなぜか強ばって見え、それ以上声をかけることができなかった。さらにはライネルドを案内すると言っていたくせに、名所らしきところに来ても足を止める様子はない。

　その歩調が緩んだのは、ぎっしりと屋台が並ぶ広場に来た時だった。

「ここは市場ですか？」

「そうだ。ライネルドの市は十のつく日に開かれる。賑やかだろう？」

「ええ、とても」

　呼び込みの声が飛び交う中、子どもたちが駆け回り、大勢の男女が買い物を楽しんでいる。

　色とりどりの花々、何種類もの野菜や果物、肉や魚、卵にチーズにミルク。活気が溢れる市場には、おいしそうなシチューの匂いや焼き菓子の甘い香りも漂っている。

　一瞬、なつかしさに心が揺らいだ。エミリアが旅芸人として歌や踊りを披露していたのはこんな場所だったし、このライネルドの市にもヨハンたちと来たことがある。今も、それらしい陽気な音楽が聞こえてきたが──。

　何気なくそちらに目をやり、エミリアは息を呑んだ。

　たくさんの観客に囲まれて、人形芝居を演じている一団がいたのだ。演者は舞台下にいるため姿は見えないが、道具立てや人形はよく知っているものだ。何より派手な上衣をまとい、客たちとふざけた掛け合いをしているのは父親代わりのポールだった。

　──まだマーデンにいたなんて。

　仲間は自分を見捨てなかったのだ。しかも身を隠すどころか、堂々と興行までしている。

「人形芝居か。なつかしいな。久しぶりに見かけたよ」

「……そうですね」

　零れそうになる涙を必死に堪え、エミリアは素知らぬふりを装った。

　危険を冒しながらも彼らが留まり続けているのは、自分を取り戻そうとしているからだろう。掛け合いもふだんはヨハンの役目だが、彼は夜会の時に背格好を把握されている。用心のために、ポールが息子の代わりをしているのかもしれなかった。

　とにかくここから離れなければならないと思った。彼らとの関係を隣にいるヴィクトールに勘づかれるわけにはいかないし、仲間たちだって自分の姿を目にしたら、おそらく冷静ではいられないはずだ。

「あっ！」

　その時、思いがけない人物が視界をかすめた。一瞬ではあったが、観客の中にエドモンとよく似た姿が見えたのだ。

「どうした？」

「い、いえ、何でもありません」

　エミリアはなんとか笑顔を作って、かぶりを振った。

　用があって同行しないと聞いていたのに、なぜヴィクトールの従者がこんなところにいるのだろう？　まさかヨハンたちはすでに監視下に置かれているのだろうか？　そこまでではなくても、何らかの疑いを抱かれていたらどうしよう？

　しかしエミリアが視線を戻すと、エドモンらしき姿は消えていた。

　──見間違いだったのかしら？

　もしそうだとしても、すぐこの場を離れるべきだった。ヨハンたちがエミリアに気づいて騒ぎ出したら、たいへんなことになってしまう。

「あの、喉が」

「喉？」

「ええ、喉が渇いてしまって……すみませんが、何か飲ませてください」

　喉元に手を当てて大げさに訴えると、ヴィクトールは頷いて舞台に背を向けた。エミリアも急いで後に続く。

　大丈夫。きっと気づかれなかったはずだ、彼にも、それに仲間たちにも。

　後ろから聞こえてくる人形芝居の音楽や大げさな口上を振り払うように、エミリアは顔を上げて歩を進めた。

　その後でヴィクトールは蜂蜜入りのミルクと干しぶどう入りの焼き菓子を選んでくれたが、自分には何も買わなかった。

「ありがとうございます。せっかくだから二人で分けませんか？」

「いや、私はいい」

　自分だけというのは決まり悪いが、買ってほしいとねだったのだから食べないわけにいかない。エミリアは近くのベンチに腰かけて、しかたなくミルクと焼き菓子を口に運んだ。

「おいしい！　ミルクも、焼き菓子もとてもおいしいわ」

　人形芝居の場から立ち去る口実に過ぎなかったのに、エミリアは思わず笑顔になる。ミルクは新鮮で、焼き菓子はバターの豊かな風味がしたのだ。一服できたことで、はりつめていた気持ちも少し楽になった。

「それはよかった。マーデンの民はみな勤勉で、努力を惜しまないからな」

　ヴィクトールはまるで自分のことのように顔を綻ばせたが、すぐに表情を引き締めた。

「ところで、もう少し足を伸ばしてもかまわないだろうか？」

「ええ、もちろんです」




　市場の後に訪れたのは、中心部からさほど距離はないのに、まったく趣の違う場所だった。

「……ここは？」

　立ち並んでいるのは、今にも倒れそうな小屋ばかりだ。歩いている人々は薄汚れて痩せこけ、ボロ布のような服をまとっている。子どもたちも放心した様子で座り込んでおり、まったく活気がなかった。

　さっきまでいたところとのあまりの違いに、エミリアは言葉もなく立ち尽くす。

「貧民街だよ。ここには名前さえない」

「でも、ここもライネルドの一部でしょ？　何でこんな──」

「君のご両親がデルネを捨てたのは、税の負担が重過ぎたからだろう？」

「そうですけど」

「ここにもデルネから逃げてきた者が大勢いる」

　ヴィクトールは周囲を見回し、眉根を寄せた。

「しかしデルネは遠い。当地で受け入れても、大半は精も根も尽き果てて廃人同様になっている。とても働くことはできず、最後はここに流れてくる。デルネばかりではない。近隣諸国や、このマーデンさえも似たようなものだ」

「えっ？」

「君も豪華過ぎる城や町並みを見ただろう？　マーデンは本来豊かな国だが、富を享受できる者は限られている。どんなに働き者だろうと、身体でも壊そうものなら後は悲惨だ。先ほどの市場にいた者たちも懸命に働いているが、生活はそれほど楽ではない」

　エミリアは答えを返せなかった。

　悪政に苦しむ者たちのためにポールやヨハンたちが動いているのだが、まさかそれを口にするわけにはいかない。それにこれほどまでに困窮して疲れ果てている人々を目にしたら、何も言えなくなってしまったのだ。

「このままではだめだ」

　ヴィクトールが呻くように呟いた時、「食事だよ」という大声がした。どこかで炊き出しをしているらしく、みながよろめきながら歩いていく。

　奥の方で数人の女性たちがスープを盛りつけているのが見えたが、次の瞬間、エミリアは小さく声を上げた。

「エドモンだわ」

　その近くにエドモンもいて、汗をかきながら大鍋を運んでいたのだ。彼の他にも、数人の屈強な青年が立ち働いていた。質素な格好だが身ごなしは敏捷で、鍛えられた兵士を思わせる。

　用事というのは炊き出しの手伝いだったのだろうか？　それならヴィクトール自身もまた援助に関わっていることになるが、それには触れず大きなため息をついた。

「女性はどんな時も元気だな。そう努めているだけかもしれないが、本当に感心するよ」

　その視線を追いかけてみると、確かにぼんやりしているのは男性の方が多いようだ。

「君もそうだな、エミリア」

　ヴィクトールがかすかに笑い、エミリアも微笑み返した。しかし同時にいちいち彼に反応している自分に気づき、なんだか落ち着かなくなってしまう。

　態度から刺々しさが消え、口調や眼差しも優しくなったかもしれないが、だからといって何がどうなるものでもない。どんなに大切な女性に似ているとしても、エミリアのことなどヴィクトールはすぐに忘れてしまうはずだ。

　そう。彼はもともと関係ない相手なのだ。

「どうして私をここへ連れてきたんですか？」

　波立つ心を静めたくて、エミリアはあえて話題を変えた。

　貧民街は豪華絢爛なライネルドの恥部と言える。この場所の存在を、部外者であるエミリアに教える必要などないはずだった。

「さあ。なぜだろうな。自分でもよくわからないが……君にはマーデンのすべてを知っておいてほしいと思った」

　迷いが滲む答えだったが、濃灰色の瞳は真っ直ぐにエミリアを見つめていた。

　──関係ないのに……私には。

　マーデンのこともヴィクトールのことも知りたくないし、知ってもしかたない。いずれは立ち去ってしまうのだから。

　問いかける前以上に気持ちが波立ってしまい、エミリアは唇を噛んで、ヴィクトールから視線を外した。




　帰路はどちらも無言だった。特にヴィクトールは何か考え込んでいるようで、とても話しかけられる雰囲気ではない。かといって以前のように冷ややかなわけでもなく、エミリアは黙って隣を歩き続けた。

　その足が止まったのは、馬車を置かせてもらった農家の近くまで来た時だった。

「どうしたんですか？」

　問いかけても答えはなく、周囲には誰もいないのに、ヴィクトールはエミリアをかばうように一歩前に出た。

「……誰だ？」

　エミリアもただならぬ気配を察し、辺りを見回す。その時、前方の木の陰から三人の男たちが姿を現した。

　赤毛と黒髪と金髪。揃って仮面をつけて顔を隠しているが、腰に長剣を携え、視線も鋭かった。黒髪の男が微笑みながら深く膝を折る。

「ごきげんよう、ヴィクトール殿下。今日は王都のお散歩ですか？」

　大仰な会釈を無視し、ヴィクトールは唇を引き結んでいる。それも予想していたらしく、相手は笑みを浮かべたまま言葉を続けた。

「どうぞご無礼をお許しください。お邪魔をして申しわけございませんが、どうしてもお伝えしたいことがありまして」

「殿下はいつもお忙しくていらっしゃる。こうでもしなければお目にかかれませんからね」

　慇懃な口調にもかかわらず、三人がヴィクトールの側の人間でないことはすぐにわかった。彼らが敬意を抱く相手は別にいるし、その人物はおそらく王子と敵対しているのだろう。

「仮面舞踏会でもないのに、わざわざ顔を隠してまで伝えたいとは……用件は何だ？」

「では、恐れながら。わが主が申しますには、よけいな詮索はおやめいただき、早々に王宮にお戻りいただきたいと。加えて、政務は一切ご心配なくとのことです。そのために閣僚がいるのですから」

「なるほど」

「また僭せん越えつながら私どもも殿下には今までどおり、総司令官として国軍にお力を尽くしていただくのが一番かと存じます」

　最初に口を開くのは常に赤毛の男で、次が黒髪だ。今も彼は念を押すように「ご理解ください」と言い添えた。だが金髪の男は無言のままで、それがひどく不気味に感じられた。

「お前たちの主に伝えてくれ。ご配慮痛み入ると」

　ヴィクトールは皮肉な笑みを浮かべる。

「もちろん王宮にはいずれ戻る。その前にあちこち嗅ぎ回るのは勘弁してほしいのだろうが……度が過ぎれば、やはり目をつぶってもいられまい」

「しかし誰しも知られたくないことがあるものでは？　ヴィクトール殿下、我々も手荒な真似はしたくありません。もしご協力いただけないとなれば──」

　男たちは申し合わせたように剣に手をかけたが、平民を装うヴィクトールは丸腰だ。どこかに武器を隠しているかもしれないが、せいぜい短剣だろう。彼の方が圧倒的に不利だった。

「誰か！　誰か、助けて！」

　気がついた時には、エミリアは走り出していた。当てなどなかったが、このままにしてはおけない。しかしその時、視界の端で金髪の男が動いた。

「こいつ、待て！」

「エミリア、危ない！」

　白刃がきらめき、エミリアの目前で男とヴィクトールの姿が交錯する。

「ヴィクトール様！」

「うっ！」

　エミリアをかばおうとヴィクトールが身体を投げ出し、その右腕を男の剣が掠ったのだ。

「馬鹿者！　誰が襲えと言った？」

「退け！　退くぞ！」

　彼らの目的はあくまで脅しであって、怪我までさせるつもりはなかったのだろう。弾みとはいえ、王太子に手をかけたとなれば大逆罪に他ならない。男たちは慌てふためいて走り去る。

　後には顔を歪めて右腕を押さえるヴィクトールと、震えながらも彼を支えるエミリアが取り残された。




　扉を開けると、小屋の中はひんやりとしていた。狭くて薄暗い上に、椅子やテーブルもないが、幸い湿気はない。

「ここなら大丈夫そうね」

　エミリアはホッと息をついて、「入って」と振り返った。

　ヴィクトールが頷いて、後に続く。その顔は青白く、足取りも重かった。

「竈かまどがあるから、火をおこすわね。よかった。少しだけど焚き木もあるみたい」

　町外れで暴漢に襲われた後、小川の清水で傷を洗い、スカートを裂いた布で止血した。それから馬車で離宮へと向かったものの、森に入ったところで雨が降り出したのだ。

　手綱を握るヴィクトールはこのまま進むと主張したが、エミリアはどこかで雨宿りするべきだと訴えた。雨足は強くなるばかりだし、傷を負った身体に無理は禁物だ。結局、二人は使われていない森番の小屋で休むことにした。

「君は、いろいろなことができるのだな」

　ヴィクトールは床にじかに座り、壁に寄りかかった。さすがに疲れたらしく、声が少し掠れている。

「なぜ襲われたか訊かないのか？」

　王室内のいざこざだろうと察しはついたが、エミリアはあえて返事をしなかった。

　するとヴィクトールはため息をついて、ひとりごとのように語り始めた。

「宮廷の権力争いは熾し烈れつでね。私が王位につくことを望まない者が何人もいる。今の状況を全面的に変えたいが、それが気に入らないらしい。とにかくあれは宣戦布告というわけだが……私の問題なのに、君を巻き込んで済まなかった」

「私こそよけいなことをして悪かったわ。あのままおとなしくしていれば、こんなことにはならなかったのに」

「いや、かえってよかった。これで覚悟が決まったよ」

「覚悟って？」

　答えはなかった。目をやると、ヴィクトールはすでに小さな寝息をたてていた。暖を取りながら身体を休めることができて、緊張の糸が切れてしまったのかもしれない。

「少し待っていて。薬草を採ってくるから」

　聞こえていないのはわかっていたが、エミリアはヴィクトールに声をかけて小屋を出た。




「たぶん近くにあるはずだわ」

　探しているのは、切り傷に効く薬草だ。

　エミリアは旅の途中で、ヨハンたちと何度も森で夜を明かしたことがある。そんな時には必ず、ポールやソフィアが食べられる木の実や茸、薬草などを教えてくれたものだ。そのおかげで誰かが病気になったり、怪我をしたりしても、大事にならずに済んでいだ。地形や木々の種類からいって、ここにも目当てのものが生えているはずだ。

　夕暮れには間があるとはいえ、雨の森は暗く、エミリアは必死に目を凝らす。深刻な怪我ではないし、簡単な処置はしたが、ヴィクトールのためにできることはしておきたかった。あんな目に遭ったのも自分をかばってくれたせいなのだから。

　その時、ブナの大木の根元に濃い緑色の尖った葉が見えた。

「……あった！」

　これがあれば化膿止めになる。探していた薬草を見つけ、身を屈めて手を伸ばそうとした時だ。

「エミリア！」

　ふいに背後から呼びかけられ、エミリアは飛び上がりそうになった。

「誰？」

「エミリア、俺だよ。ヨハンだ！」

「……ヨハン？」

「元気そうで本当によかった。みんな、すごく心配したんだぞ」

　振り向いて実際にその姿を目にしても、エミリアはすぐには状況が理解できなかった。二人の仲間を引き連れて後ろに立っているのは、確かにヨハンだったけれど。

「もう大丈夫だ、エミリア。迎えに来たよ」

「迎え？」

　どうして彼がこんなところにいるのだろう？　驚き過ぎて、うまく言葉が出てこない。

　しかしヨハンはそんな戸惑いにはまったく気づいていないようで、頬を紅潮させて、エミリアの手をつかんだ。

「さっきあいつと一緒に市場に来ただろう？　姿を見かけたから、急いで後を追いかけてきたんだ。さあ、逃げよう。あっちに馬を繋いである」

「だめよ！」

　エミリアは反射的にヨハンを振り払い、一歩後ろに下がった。

「どうしたんだ、エミリア？」

　ヨハンも、他の仲間たちも驚いた様子で目を見開いている。

「ごめんなさい」

　エミリアは慌てて謝っていた。

　咄嗟のこととはいえ、自分のしたことが信じられない。見捨てずに王都に残っていてくれたばかりか、こうして助けに来てくれたのに。

「そ、それにありがとう。びっくりしたのよ。気づかれていないと思っていたから」

「そんなことどうでもいい。早くここから──」

「一緒には行けないわ」

「何だって？」

「だって……私たちを追いかけてきたなら、ヨハンだって何があったか知ってるでしょ？　あの人は怪我してる。私をかばってくれたのに、このまま放っておけるはずないわ。ちゃんと手当てをしなきゃ」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろう！　君はあいつに捕まったんだ。これ以上の機会なんて、もうないかもしれないんだぞ」

「そうだけど」

　自分でもよくわかっていた。何もかもヨハンの言うとおりで、ヴィクトールから逃げるなら今しかない。それなのにどうしても頷くことができなかった。

「私なら大丈夫。それにまだ……あのペンダントを手に入れてないもの。やっぱり行けないわ」

「エミリア、そんなにあれが欲しいのか？　だったら俺がやつを殺して──」

「やめて！　馬鹿なことを言わないで。人を手にかけたことなんてないくせに」

　エミリアにとって、きらめくレッドダイヤモンドはいつの間にか口実になってしまっていた。本当はヴィクトールのそばを離れたくなかったのだ。

「ヨハン、聞いて。あの人はこのマーデンの王太子なの」

「王太子だって？　あいつが？」

　顔色を変えたヨハンに向かって、エミリアはさらに言葉を重ねた。なぜこれほど必死になるのか自分でもわからない。

「だからもうしばらくこのままにしておいて。恩を売っておくのは悪いことじゃないはずよ。牢に閉じ込められているわけじゃないし、隙を見て必ず逃げてみせるから」

「しかしエミリア！」

「お願いよ」

　しばらくしてヨハンはようやく頷いた。

「いいだろう」

　少しも納得していないことはその表情からも読み取れたが、とにかく譲ってくれたのだ。

「エミリア、本当にひとりで逃げられるんだな？」

「ええ、必ず」

「ライネルドで待ってる」

「ありがとう。母さんたちにも心配しないように伝えてちょうだいね」

　立ち去るヨハンたちを見送って、エミリアは再び薬草を集め始めた。強引に連れていくこともできたのに、自分を信じて見逃してくれた彼に、心の中で繰り返し謝りながら。






　第六章






　ヴィクトールが目を覚ましたのは、エミリアがちぎった薬草で傷を覆い、改めて布を巻き直している時だった。

「エミリア」

　目が覚めきっていないのか、その視線は頼りなく揺れている。

「戻ってくると……思わなかった」

「どうして？　薬草を取りに行っただけなんだから、戻ってくるに決まっているじゃない」

　エミリアが肩を竦めてみせると、ヴィクトールはため息をついて、自分の腕に視線を移した。

「痛むの？」

「いや、平気だ」

「よかった。顔色もさっきよりだいぶいいわ」

「礼を言うよ。君が的確に手当てをしてくれたおかげだ。だがエミリア……それは君が盗賊たちと暮らしてきたからこそ、身についたものだな？」

「えっ？」

「普通の生活をしていれば、剣の傷を目にする機会など滅多にあるまい。驚いて泣き出してもおかしくないのに、君はほとんど動じなかった」

　エミリアは唇を噛んだ。やはりヴィクトールをごまかすことはできなかったのだ。

「これまでにもこういう危険なことを経験してきたのだろう？　たとえば仲間が追いつめられ、怪我をした時などに」

　ここまで来たらもう言い逃れはできないが、かといって何を話せばいいのだろう。盗みを企んだことを認めれば、ヨハンたちに迷惑がかかってしまう。

「君を責めたいわけじゃない」

　ヴィクトールの瞳には、再び強い光が宿り始めていた。

「だが、どうして私を助けた？　こんな状態なのだから置き去りにして逃げることも、ペンダントを奪うこともできただろうに」

「そんなこと無理よ！　あなたは私をかばってくれたじゃないの。それに弱っていたら、助けるのは当然だわ」

　本当はあのまま逃げるべきだったのだ。それなのにわざわざ追ってきてくれたヨハンの手を振り切って、ヴィクトールのもとへ戻ってきてしまった。あの仮面舞踏会の夜、制止を聞かずに彼に近づいてしまったように。

　自分で自分がわからなくなり、エミリアは拳を握る。

「助けなきゃだめなのよ、たとえどんな相手だとしてもね。母さんならそう言うもの」

「いい人らしいな、君の母さんは」

「ええ、そう。とてもいい人よ。父さんも……それに」

　ヨハンもと言いかけて、エミリアは口を噤んだ。さすがに彼の名前は言い出せなかった。

　しかし後を引き取るようにヴィクトールが続ける。

「君もだよ、エミリア」

　ふいに柔らかく笑いかけられて、心臓が跳ね上がる。不思議なことだが、罵倒されたり、手ひどく扱われたりするよりも、今のエミリアにはヴィクトールの笑顔の方がずっと堪えた。そばにいるだけで、胸が苦しくてたまらなくなる。

　エミリアは話題を変えるように、窓の外を見た。

「あ、あの、雨も弱くなってきたから、もう少ししたら出かけられると思うわ」

「エミリア」

　たまりかねて立ち上がろうとすると、ヴィクトールに手首をつかまれた。

「え、な、何？」

「少しだけ、肩を貸してくれないか」

「……いいけど」

　頷いてみせると、ヴィクトールは目を閉じて、手を握ったまま頭をもたせかけてきた。

「あ」

　エミリアは小さく息を呑む。彼の頭が肩に触れた途端、胸の奥が引き絞られるように疼いたのだ。なぜだかわからないが、ヴィクトールのぬくもりに触れると、怖くなるほど気持ちが揺らいでしまう。

「どうしてだろうな。こうしていると……とても安心できて、なつかしい気持ちになる」

　エミリアの手を包み込み、ヴィクトールは吐息のような声で囁いた。

「どうやら私は……君が好きらしい」

「ヴィクトール様」

「さんざん君を苦しめて、今さらこんなことを言う資格はないが……この手を離したくない」

　この手を離したくない──そう聞いて、エミリアは自分も彼と同じ思いを抱いていることに気がついた。

「私も──」

　わかっている。ヴィクトールが自分を好きだと言うのは、失った婚約者によく似ていて名前まで同じだからだ。腕の中にいるのが別人だとわかっていても抗えない──それほど深く彼女を愛していたのだ。

　しかし、エミリアもまた差し出された手を拒むことができなかった。ためらいながらも、柔らかな漆黒の髪に頬を寄せずにいられない。

「私も……あなたが好きみたい」

　もともとヴィクトールに近づいたのは、その胸に輝くレッドダイヤモンドを奪うためだったし、それを察知されたせいで何度も手ひどく辱められた。本来なら恐怖と嫌悪の対象でしかないはずなのに、今はどうしようもなく彼に惹かれている。

「エミリア」

　ヴィクトールがゆっくり身体を起こし、どちらからともなく二人の唇が重なった。かすかな音をたてながら触れては離れ、またすぐに求め合う。

「だめ……怪我が」

「かすり傷だ。それに、君が手当してくれたじゃないか」

「でも」

　拒まなければいけないと頭ではわかっている。実際にヴィクトールの腕から逃れようともした。身分も立場も違い過ぎる上、ヨハンから求婚されている身である。

　それなのに引き寄せられ、蜂蜜色の髪を優しく梳かれて。エミリアは自分から広い背中に腕を回していた。さらにねだるように唇を軽く開き、ヴィクトールを誘い込んでしまう。

「んっ……ふ」

　舌を絡め取られ、強く吸われて、一気に身体が熱くなる。

　背徳感のせいでこんなにも感じるのだろうか？　口中を優しく探られるたびに、甘い刺激が全身を震わせる。そのままどうにかなってしまいそうで、エミリアは思わず厚い胸にしがみついていた。

　──もういっそ、このまま……。

　何も考えたくなかった。身代わりでもいい。未来などなくてかまわない。熱く自分を求めてくれるヴィクトールに、ただ応えたかった。

　そっと引き離されたのは、その時だ。ヴィクトールが白い額に唇を押し当てて苦笑する。

「頼むから、あまり煽らないでくれ。我慢できなくなる」

「だけど、私は──」

「いや、こんなところで君を奪いたくない」

　ヴィクトールはエミリアの両頬を包み、しっかりと視線を合わせる。

「エミリア、王宮に来てくれないか」

「何ですって？」

「私は城へ戻る。どうか一緒に来てほしい」

　ヴィクトールはエミリアを連れて帰城すると告げたのだ。あまりのことに言葉が見つけられず、エミリアは何度も目をしばたたく。

「君は大切な人だ。前にも言ったが、私はこの手を離したくない」

「だめよ！」

　どんなに請われても、頷いていいはずがなかった。そばにいてほしいと懇願している相手は、いずれ一国の王となる青年だ。しばらくの間、気まぐれに抱かれるのとはわけが違う。

　もちろん王妃になれるはずもないが、罪を犯した身では側室になることさえ許されないだろう。自分は純真で天使のように愛らしかった彼・の・大・事・な・エ・ミ・リ・ア・ではないのだから。

「無理だわ、そんなの」

「どうして？　君だって私を好きだと言ってくれただろう？」

「ヴィクトール様、私は本物のエミリア様とは違うのよ。たとえ同じ名前で、どんなに似ているとしても、あなたが思っているような女じゃ──」

　なおも言い募ろうとすると、唇に柔らかく指が押し当てられた。

「聞いたのだな、彼女のことを……話したのはエドモンか？」

「ええ。でも私が無理に教えてもらったの。どうしても知りたかったから。エミリア様はとても大切な方だったのでしょ？」

「そうだ」

　ヴィクトールはかすかに微笑み、灰色の瞳をなごませた。前には恐ろしいばかりだった彼の眼差しは今、泣きたくなるほどあたたかい。

「お気の毒に……ヴィクトール様」

「確かに君は本当に似ている。初めて見た時は仮面をつけていたけれど、息が止まりそうだった。彼女が亡くなったというのは嘘で、成長して私に会いに来てくれたと思ったほどだ」

「知らなかったの。ごめんなさい」

「どうして謝る？　エミリア、君は君だろう？　それに私が隣にいてほしいのは彼女ではないし、絶対に離したくないのも君の手だ」

　視界が突然ぼやけて、優しい笑顔がよく見えなくなった。

「泣かないでくれ、エミリア」

　細い顎をすくわれ、そっと頬を拭われる。その時初めて、エミリアは自分が泣いていることに気がついた。

「ありがとうございます。でも、おそばになんてとても──」

　ヴィクトールの望みは心からのものだと感じられた。信じられないくらいうれしくて誇らしいことだが、それ以上に苦しくてたまらない。

「私は君を妻にしたいと思っている」

「……妻？」

「どうか頷いてくれないだろうか」

　これはきっと夢だ。何度も悪夢に苦しめられた自分を憐れんで、神様が今だけ幸福な美しい夢を見せてくれているのだ。だってこんなことが現実に起こりうるはずはないのだから。

　マーデンの王子の隣で微笑むべきなのは、過去を知らず、盗賊に拾われて彼らを手伝ってきた自分ではない。誰もが敬意を払う家に生まれて、大切に愛され育てられてきた、身も心も宝石のように輝いている娘でなければならないのだ。

　ヴィクトールの懇願に応えてはいけない。彼を思うのであれば、なおさらのこと。

　それゆえに、エミリアはただ涙にくれるしかなかった。
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「それは……無理です」

「無理なものか。君さえそばにいてくれれば、私は堂々と前を向ける。たとえこれからこの手を血に染めることになっても」

「えっ？」

　不穏な物言いに、エミリアは眉をひそめて涙をぬぐう。

「待って。それは……どういう意味ですか？」

「私も決着をつけなければならない時が来たということだ」

　決着をつけたい相手は、おそらく先ほどの襲撃をしかけてきた者だろう。けれどもヴィクトールの思いつめた表情は、単なる決意以上の何かを感じさせる。

「情けないことだが、私はずっとマーデンの国情を理解していなかった。何年も軍事だけに追われてきたんだ。そんな愚かな王子から突然政務に口を挟まれれば、閣僚たちは確かに迷惑に思うだろう。だが今は、どうしてもそうしなければならない」

「国軍の総司令官ですもの。政務まで手が回らなくてもしかたないわ。たいへんな怪我もしたのでしょう？」

「しかし民のためには、常に国のことを正しく把握していなければならない。それが王族の務めだからね」

　ヴィクトールは十八歳から二年間遊学の旅に出て、帰国後に父王から国軍を預けられたという。幼いころから文武に励んできた彼にとって総司令官は願ってもない職責であり、それからは存分に軍務に専念してきたそうだ。

　そんな彼が、自国の抱える問題に気づくきっかけとなったのは、昨年の怪我──治療に専念するため、離宮に移った半年前だった。

「身体を動かせない間、私は国の現状を学ぼうとした。もちろん閣議の報告は届いていたが、部下たちにも様子を探らせたんだ。決して疑っていたわけではなく、より詳細な事情を得たかったのだが──」

　その結果、マーデンでは国王の専せん横おうによって王室と一部の貴族だけが潤い、多くの者は過酷な徴税に苦しんでいることを知ったという。

「母を亡くしてから、父は際限なく金を使い出したそうだ。王宮や庭を改築し、歌劇場を作り、次々と側室を抱えて……浪費することで寂しさを紛らせようとしたのだろう。他の貴族たちもそれに便乗したようだ。私がもっと早く気づけばよかったのだが」

　ヴィクトールは苦しげに眉を寄せた。

「国の行く末を思うなら、このまま放置していいはずがない。あの貧民街のような場所はなくさなければならないんだ。権力を手放したくない者たちは激しく抵抗するだろうが、私は改革をあきらめるつもりはない」

　低いが力強い声音からは、敵対する者たちに対する強い覚悟が伝わってくる。その中には父王も含まれているのだろうか。だからこそそばで支えてほしいのだろうか。

「ヴィクトール様」

　エミリアはたくましい背に両腕を投げかけ、ヴィクトールを引き寄せた。

　その胸中がどれほど乱れているか想像もつかない。父と対峙しなければならない苦しみの深さもわからない。

　──私が、彼のためにできることは……。

　ヴィクトールが進もうとしている道は険しい。それでもなお果敢に立ち向かおうとする王太子のために、いったい何ができるのだろう？

　エミリアはためらいながら唇を開く。

「私を、王宮に連れていってください」

「エミリア！」

　ヴィクトールもまたエミリアを強く抱き締めた。いくら口づけても足りないかのように、蜂蜜色の髪に、額に、まぶたに、頬にと、次々と唇を落とす。

「ありがとう、本当に」

「待って。ねえ、くすぐったいわ」

　胸の中に渦巻く不安を押し殺し、エミリアはあえて明るく笑ってみせた。




　その数日後、エミリアの姿はヴィクトールと共に王宮へと向かう馬車の中にあった。国王との拝謁を控えているため礼装し、いつもはしない化粧も施している。

　やがて前方にマーデンの王宮が見えてきた。青大理石で作られた宮殿の壮麗さには圧倒されるばかりだが、もう引き返すことはできない。隣で手を握ってくれるヴィクトールの方が、自分よりはるかにつらいのだから。

　ため息が出るほど美しい城を見やり、エミリアもヴィクトールの手に自分のそれを重ねた。






　第七章






　マーデン王国の宮殿は、その広さも豪華さも並外れていた。

　蔦が浮き彫りされた正門を通り抜けた後、長い並木の奥に端正なファサードが見えてきたが、惜しげもなく使われている金の装飾に足が竦みそうになる。しかしエミリアは自分を叱咤して、背筋を伸ばした。

　このまばゆい城がある王都の片隅には、今にも倒れそうな小屋が並ぶ通りが確かに存在する。そして、ヴィクトールはその不平等を正そうとしている。

　何が待ち受けているのかわからず、肩は震えるものの、手のひらから伝わるヴィクトールのぬくもりはエミリアに勇気を与えた。自分は彼を支えるために、ここに来たのだ。

「では、行こうか」

　ヴィクトールと共に王宮に足を踏み入れると、エミリアはたちまち人々の注目を浴びた。王太子が何日も離宮に留め置いたばかりか、わざわざ一緒に連れてきた娘として、すでに宮廷中に知れ渡っていたのだろう。

　国王に仕える貴族や女官たちの視線は控えめながら容赦ない。たとえヴィクトールが横にいても、まとわりつくような好奇のまなざしと聞こえよがしの品定めからは逃れられなかった。

「これはまた、かわいらしい娘じゃないか。初めて見る顔だが、いったいどこのご令嬢だね？」

「ドレスはたいしたものじゃなくてよ。あのロケットはそれなりの値打ちものみたいだけれど」

　エミリアは仮面舞踏会で着ていた薄紫のドレスをまとい、胸元には金のロケットをつけていた。ドレスの裂け目は自分で繕い、ロケットは離宮を発つ際にヴィクトールが返してくれたのだが、それが胸元で輝いていることでなんとか息がつけるような気がしていた。

「エミリア、私はまず父上に帰城の報告をしてくる。それから迎えにくるから、少し待っていてくれるか」

「わかりました」

　宮廷というところはさまざまなしきたりがあるようで、王子が父王に会うことさえもすぐにはかなわないらしい。エミリアはヴィクトールが戻ってくるまで、控えの間で待つことになった。

「……すごいわ」

　仮面舞踏会で訪れた屋敷や離宮でその豪華さに驚かされたエミリアだが、それらも王宮の比ではなかった。

　通された部屋は、何百とあるものの一室に過ぎないと思われた。それなのにいわくありげな絵が何枚も飾られていて、繊細な家具には凝った装飾が施されている。大理石の床にも象ぞう嵌がん細工で模様が施されていた。

　そもそもエミリアは家というものに縁がない。ヨハンたちと共に場末の安宿や農家の納屋などを転々とし、時には森の中で夜を明かしたことさえあるくらいだから、この部屋でどう過ごせばいいか途方に暮れるばかりだった。

「エミリア様、お茶はいかがですか？」

　離宮にいたナディアとは違い、世話をしてくれる侍女もきれいだが取りすまして見え、話しかけることさえためらわれる。

「ありがとう。いただきます」

「かしこまりました。ご用意いたしますので、少しお待ちくださいませ」

　ところが彼女が盆を携えて再び現れると、状況が一変した。華奢な金のカップの下に、小さく折り込まれた紙片が置かれていたのだ。

「……これは？」

「ヨハンさんからです」

「えっ？」

「エミリア様、どうか安心なさってください。わたくしはあなたの味方ですわ」

「それ、どういうことですか？　まさかあなたも……仲間なの？」

「いえ、違います。でもお役に立ちたいと思っている者です。いろいろご心配でしょうけれど、お心を強く持ってください。ヨハンさんも、日に一度は正門の辺りまで様子を見に来てくださるそうですよ」

　品のいい侍女はエリーズと名乗った。もともとは子爵の娘だったが、両親が借金を抱えたまま急死し、困窮していたところをヨハンたちに救われたそうだ。

「もう身体を売るしかなくなって、街角に立っていたところを助けてもらったのです」

　それから縁あって宮仕えすることになり、いつか恩を返したいと思ってきたという。エミリアと王子のことを、彼女に伝えたのはヨハンだった。

「エミリア様が殿下とご一緒だと聞いたので、なんとかお世話係になれるよう手を回しておいたのです。いずれ王宮にいらっしゃるかもしれないと思ったので」

　エリーズはいつでも連絡役になると約束して出ていった。

　意外な味方が現れたものの、ひとりになるとエミリアは急に心細くなった。部屋が広くて豪華過ぎるせいで落ち着かず、さっそく盆に手を伸ばして紙片を取り上げる。

『エミリア、その後元気にしているか？　何か困ったりしていないか？』

　中に書かれていた癖のある字は間違いなくヨハンのものだった。瞬間、どうしようもない寂しさが込み上げてきて、エミリアは唇を噛んだ。

「ヨハン、父さん、母さん、みんな……っ」

　ポールの笑顔やソフィアの小言、大勢で囲む楽しい食卓──つい最近までエミリアが慣れ親しんでいた世界が、今は果てしなく遠く感じられる。

　考えてみれば、この豪壮な宮殿の中で頼れる相手はヴィクトールしかいない。だがヨハンの手を振りきり、彼のそばにいることを選んだのは他ならぬエミリア自身だ。

　──日に一度は正門の辺りまで様子を見に来てくださるそうですよ。

　正門は遠いし、人目につきやすい昼間に来るはずはないとわかっていても、ヨハンの姿を探さずにいられなかった。エミリアはすぐに窓辺に駆け寄って外を見た。

「……あれは？」

　目に入ったのは、緑濃い並木をぬって王宮に近づいてくる四頭立ての大きな馬車だった。誰が乗っているのか前後を大勢の騎馬兵に守られ、明るい日差しを受けて銀色にきらめいている。

　まるで絵画のように美しい光景だったが、エミリアの心はなぜか不穏にざわめいた。

「アンヴォロワの……馬車」

　なぜだろう。これまで一度も見たことがないのに、どういうわけかエミリアにはそれがアンヴォロワ王家のものだとわかった。

「あ──」

　すると、ふいに心臓が早鐘を打ち、身体が小刻みに震え出した。

「い、嫌」

　奇妙な息苦しさに襲われ、エミリアは思わず胸を押さえる。

　繰り返し見ている悪夢の中に、いきなり放り込まれたような気がしたのだ。誰かの大きな手が後ろから迫ってくるようで、とてもじっとしていられない。

　エミリアは大きく息を吐いて、なんとか落ち着こうとした。アンヴォロワは自分には縁もゆかりもない国だ。心配する理由などありはしない。

　それなのにいっこうに震えは止まず、動悸も治まらなかった。

「嫌よ……助けて」

　いったい自分は何を怖がっているのだろう？　それにどうしてアンヴォロワの馬車に見覚えがあるのだろう？

　とうとうエミリアは扉を開けて、ためらいながらも部屋の外に出た。

　ヴィクトールが戻ってくる様子もないし、さっき来てくれた侍女のエリーズを探して、あの馬車のことを教えてもらおうと思ったのだ。中に誰がいるのか、どういう理由で王宮にやってきたのか──少しでも状況がわかれば、気持ちが静まるかもしれない。

　だが廊下に出ると、王宮の中がいやに慌ただしいことに気がついた。来訪者を迎える準備に追われているのだろうか。エミリアが姿を見せた時とはまた違うざわめきに、ますます不安が募る。

「しかしヴィクトール殿下はいったいどうなさるおつもりなんだ？」

「まったく頭の痛い話だ」

　と、ちょうどそこへ、礼服に身を包んだ二人の男が歩いてきた。どちらも壮年で堂々としており、いかにも身分が高そうである。

　ヴィクトールがどうかしたのだろうか？　二人の深刻な表情と苦りきった口調にただならぬものを感じ、エミリアは咄嗟に太い柱の陰に身を隠した。

　周囲に人がいないと思ったらしく、彼らは顔を見合わせて足を止めた。

「殿下がいっこうにあちらの姫君と結婚なさろうとしないからだろうが……まさかアンヴォロワから王妃が直々に催促にお出ましとは」

「しかも婚約されている身で、別の娘を連れてこられたんだ。もし気づかれでもしたら大事だぞ。とにかく隠し通すしかあるまい」

　あまりに思いがけない言葉に、息が止まりそうになった。銀の馬車はやはりアンヴォロワ公国のもので、王妃が訪ねてきたらしいが──。

　──婚約？

　ヴィクトールにはかつて失ったエミリア以外にも、アンヴォロワに許嫁がいたのだろうか？

「殿下だってこの縁談がどれほど重要かよくおわかりだろうに」

「さよう。アンヴォロワはマーデンの命綱だ。なにしろ鉄鉱石の鉱山を押さえているからな」

　貴族たちは大げさにため息をつきながら歩いていった。

　どうやらヴィクトールはアンヴォロワ公国の姫との結婚を控えているらしい。もし破談になればマーデンは大きな不利益を被るようだが、そんな立場でありながら、どうしてエミリアに求婚など──

　エミリアは辺りを見回したが、やはりエリーズの姿はない。しかたなく先へ進むと、何人もが行き交う広い廊下に出た。

　目立たないよう端へ寄って様子をうかがっていると、急に人並みが分かれて深く礼を執った。

　その間をヴィクトールが歩いてくる。後方には大勢を従え、青いドレスをまとった貴婦人が続いていた。彼女がアンヴォロワ王妃なのだろうか？

「……えっ？」

　完璧な横顔のライン、形の良い唇、淡青色の瞳──黒髪には白いものも混ざり始めているが、今なお気品を感じさせる美しい女性だ。

　エミリアは息をするのも忘れて、彼女に見入る。はじめは非の打ちどころのない容姿に圧倒されているのかと思ったが、そうではなかった。

　──知っているわ……私……あの人を知っている。

　どこか漠然としていた恐怖の感情が、大きな塊となって身体の奥からせり上がってくる。エミリアは両手で口を押さえ、必死に悲鳴を堪えた。

　その声や口調を知っている気がするのはなぜだろう？　一度も会ったことがないはずなのに、彼女がどんなふうに笑い、どんなふうに怒って、どんな視線で自分を見ていたかさえ思い出せそうで、エミリアはきつく目を閉じた。

　──近づいてはだめ！

　アンヴォロワの王妃は危険だと、内なる声が強い警告を発している。それなのにエミリアは引き寄せられるように後を追っていた。

「私……どうして？」

　今や胸が苦しいだけではない。全身が粟立ち、拍動が感じられるほどの頭痛と吐気にも襲われている。立っているのもつらいのに、エミリアは足を止めることができない。

　思い出せない自分の過去には、彼女が深く関わっている──なぜだかそんな気がしてならなかった。




　なんとかついていくことができたのは、二人の歩調がゆっくりだったからだろう。

　ヴィクトールたちが向かったのは宮殿の庭園で、さらに奥まった場所にある温室へと入っていくのが見えた。

　会話の中身は内密らしく、つき従っていた者たちは外に控えていた。エミリアは周囲を探って裏口を見つけると、すぐさま中へと忍び込む。

　温室の中は奇妙な形の木々や、南国のものらしい色鮮やかな花で溢れていた。むせかえるような甘い香りに圧倒されながら、エミリアはヴィクトールたちを探す。強い芳香のせいなのか、頭痛と吐気は少し楽になった。

　やがて蘭が咲き乱れる一角に、二人が佇んでいることに気がついた。

「さて妃殿下、そろそろ本日のご用向きをお伺いできますか？」

　足音をひそめて近づいていくと、ヴィクトールの慇懃な問いかけが聞こえてきた。

「ヴィクトール様ったら、こんな美しく晴れた日には似合わないお顔をなさって」

「確かに今はマーデンで一番美しい季節ですが、天気の話をするために国境を越えていらしたわけではありますまい」

「ええ、おっしゃるとおりね。でも陽気のせいで、殿方が道を踏み外すことはよくあることだわ。今みたいな時期には、若い娘は特に美しく見えるものですし」

　王妃は微笑みながら、やんわりと釘を刺す。すでにエミリアのことを知っているらしく、ヴィクトールの行為をたしなめつつも、事を荒立てるつもりはないようだった。

「そのことですが──」

「ヴィクトール様、ささいな気の迷いを責めるつもりはありません。ですが、さすがにそろそろ式の日取りを決めていただかないと、わたくしどもの王女も不安になりますでしょう？」

　二人の話を聞いているうちに、エミリアはますますいたたまれなくなった。

「婚儀の件については、父も交えて改めてお話をしたいと思っております。こんな場所で軽々しく口にすべきことではありませんから」

「まあ、まさか妙なことをお考えではないでしょうね。わが夫はあいにく病に伏しておりますけれど、お父上様だって婚礼の日を心待ちになさっておられるはずですよ」

　ヴィクトールを威圧するように、王妃はさらに言葉を重ねる。

「マーデンとアンヴォロワが絆を強めるために、この縁談が持ち上がったことは覚えておいででしょう？　マーデンの国軍が存分に力を発揮できるのも、アンヴォロワがお渡ししている鉄鉱石のおかげであることもお忘れではないはずですわ」

　話の内容にも驚かされたが、それ以上にエミリアを困惑させたのは王妃自身だった。

　もったいぶった口調と、優しげだが絶対に譲らない話し方──彼女を知っているという確信はますます強くなり、それと呼応するように再び頭痛もひどくなる。

　とうとう堪えきれなくなって、その場を立ち去ろうとした時だった。

「ところでひとつお訊ねしたい」

「ええ、何なりとおっしゃってくださいな」

「では……貴国のエミリア王女は、本当に亡くなられたのでしょうね？」

　ヴィクトールの呻くような声が、エミリアの足を止めた。

「十二年前、はやり病のために手当ての甲斐もなく亡くなられた。私はそう聞かされましたが、間違いありませんか？」

「何をおっしゃるかと思えば……今さらどうしてそんな馬鹿げたことを？」

「どうかお答えください、妃殿下」

「ええ、亡くなりましたとも。かわいそうに。とてもかわいい子だったのに」

　わずかに視線が揺らいだように見えたが、アンヴォロワの王妃はすぐに余裕のある笑みを浮かべて答えた。

「エミリアはわたくしのお腹を痛めた子ではなかったけれど、実の娘と思って大切に育てました。そうでなければ亡くなられた先の王妃様に申しわけがたちませんもの。それなのにあんなことになって……母として、どれほど無念だったことか」

　母──その言葉に、エミリアは目を閉じて眉間を押さえた。

　そう聞いた時に頭に浮かんだのは、森で助けられてから育ててくれたソフィアではなかった。

「お、かあ……さ、ま？」

　おぼろげな姿がたゆたうように脳裏をよぎった。顔もわからないけれど、遠い昔、自分には母と呼んでいた人が二人いたような気がする。最初の母と、新しくやってきた母──だが、これは本当の記憶だろうか？　今まで何ひとつ思い出せなかったのに。

「ああっ！」

　唐突にひどいめまいがして、頭の中をかき混ぜられるような激痛に襲われた。

「あ、ああ……」

　自分がどこにいて何をしているかさえわからなくなり、エミリアはフラフラと歩き出す。その足が、大きく張り出している木の根に引っかかった。

「エミリア！」

　そのまま倒れそうになった身体は、あたたかい胸がしっかり支えてくれた。駆け寄ってきたヴィクトールが受け止めてくれたのだ。しかしエミリアはそれすらよくわからなかった。

「どうしたんだ、エミリア？　なぜこんなところにいる？」

　ヴィクトールの問いかけは、まるで水の中で聞いているようにくぐもって響く。しきりに何か話しかけられたが、声は遠のいていくばかりだった。

「い、や。い……や……よ」

「エミリア！　しっかりしてくれ、エミリア！」

　エミリアは混乱しながら目を閉じる。

「なぜ……あなた、が──」

　その傍らに立つアンヴォロワの王妃が死人のように青ざめていることなど、もちろん知るよしもなく、エミリアの意識は唐突に途切れた。




　その夜、王宮では盛大な宴が開かれた。

　王太子の帰城を祝し、隣国の王妃を歓迎するために繰り返し花火が打ち上げられている。大勢の貴族が集う中、エミリアは広間から離れた一室にいた。温室で倒れたため休んでいたのだが、宴を避けた理由は他にもあった。

「そろそろね」

　エミリアは寝台から下りて、マントルピースの上に置かれた金時計に視線を投げた。

　誰もが宴に気を取られている間に、王宮から脱出するつもりだったのだ。昼間のうちに侍女のエリーズにヨハンへの手紙を託し、これから城の奥に位置する裏門まで案内してもらう手筈になっていた。

　エミリアは寝衣姿だったが、もちろん着替えも頼んである。もし衛兵に見咎められても、エリーズが一緒にいてくれれば切り抜けられるだろう。

　──これでいいのよ。

　エミリアは胸元で輝く金のロケットを何度もまさぐった。いつもはそうすれば落ち着けるのに、今夜はかえって気持ちが乱れるばかりだ。

　本当は城を去りたくなどない。このままヴィクトールのそばにいたかったのだ。けれどそれがかなわないことはエミリア自身、よくわかっていた。

　マーデンとアンヴォロワ、隣り合う二つの国は鉄鉱石を通じて切っても切れない関係にあるばかりか、姻戚関係となってさらに絆を強めようとしているらしい。その婚姻が無効となれば深刻な事態に発展しかねない中、エミリアがヴィクトールのそばにいられるはずがなかった。

　──ごめんなさい。

　妻にと望んでくれた王太子の気持ちを疑ってはいない。とはいえそれが真しん摯しであればあるほど、国を巡る状況は悪化すると思われた。もはや混乱を避けるには、原因であるエミリアが城を立ち去るしかない。

　その時、控えめに扉を叩く音がした。

「エリーズだわ」

　エミリアは椅子から立ち上がり、扉に駆け寄った。

「エリーズ、ありがと──」

　笑顔で扉を開けたエミリアはそのまま凍りついてしまった。

「申しわけないな……エリーズでなくて」

「あ……」

　そこに立っていたのは、銀の礼服をまとったヴィクトールだった。

　その強ばった表情に、エミリアは何も言えずに立ち竦む。しかし、

「これは何なのか教えてもらえるか？」

　彼の手にある小さな紙片を見て、息ができなくなった。それこそヨハンに渡してもらうために、エリーズに託した手紙だった。

「……大好きなヨハン、お元気ですか」

　ヴィクトールは硬い声で、エミリアが書いた文面をそらんじてみせた。

「今夜、王宮では夜会が催されます。その隙に裏門から逃げるので、どうか迎えに来てください。詳しいことはエリーズから──」

「な、なぜそんなものを持っているの？　ひどいわ。人の手紙を勝手に読むなんて」

「君が書いたと認めるんだな？　逃げるとは……いったいどういうことだ？」

　ヴィクトールの視線は鋭かったが、時おり迷うように揺れていた。今すぐすべてを否定してほしいと訴えるかのように。

「答えてくれ、エミリア！」

「手紙の相手はヨハンよ。あなたじゃないわ」

「……なるほど」

　ヴィクトールが扉を押し開けて中に入ってきた。

　足に力が入らず、膝からくず折れそうになりながら、エミリアはヴィクトールを見つめ返す。

「エリーズはどうしたの？」

「君に薬湯を運んでもらうために呼び出したんだが、ひどく様子がおかしくてね。厳しく問いつめたら、泣きながらこれを渡してくれたよ」

　秘密が漏れたのは彼の優しさゆえだった。その事実に胸を痛めながら、エミリアは必死に平静を装う。

「それはまた、よけいなことをしてくれたものね」

「だが君はそばにいてくれると……約束してくれたはずだ」

　まるで血を吐くような声だった。青ざめた苦しげな表情は、賊に襲われた時でさえ見せなかったものだ。

「エミリア、これは何かの間違いなのだろう？　君が私から逃げるなどありえな──」

「間違いじゃないわ！」

　それ以上は聞いていられなくて、エミリアは強くかぶりを振った。

「なぜだ？」

「私に何をしたか考えてみなさいよ！」

　エミリアはヴィクトールを見据え、あえてきつく言い放った。そうしなければ、今にも涙が零れそうだったのだ。

「こうなったら本当のことを話すしかないわね。最初に疑われたとおりよ。私は盗賊の手伝いをしてきたの」

　本当はずっとそばにいたい。エミリアはヴィクトールの優しいぬくもりも、嘘のない笑顔も知っている。心の中にいるのは彼だけだと自覚しているし、どれほど自分を思ってくれているかもわかっている。

　しかしだからこそ離れなければならなかった。エミリアがこのまま彼に寄り添い続ければ、マーデン王国の破滅を招いてしまう。

「従うふりをして、ずっと隙をうかがっていたのよ」

「まさか、すべて演技だったというのか」

「もちろんよ。結婚なんてありえないわ。だって私はヨハンと婚約しているんだから！」

　瞬間、ヴィクトールの顔から表情がかき消えた。

「では、なぜ逃げなかった？　どうして傷の手当をした？」

「それは……レッドダイヤモンドがどうしてもあきらめられなかったからよ。持って帰れば、ヨハンが喜んでくれるもの」

　少しでも未練が残れば、一途な彼は必ず苦しむだろう。だから心底憎まれ、蔑まれて、いっそ地の果てに追いやりたいと思われるよう、エミリアは手ひどくヴィクトールを傷つけようとした。

「それに私に似た女の子のことで少し気の毒に思ったから、ちょっとくらい優しくしてもいいかと──あっ！」

　すべてを言い終わる前に、身体がふわりと浮いた。ヴィクトールに抱き上げられたのだ。

「何するの？　触らないでよ！」

「私を哀れんでくれたことに感謝する。たとえ盗人であったとしても」

「やめて！　離して！」

「それは無理だ。私は君を誰にも渡さない」

　ヴィクトールはゆっくり歩を進めながら、薄く微笑んだ。




　エミリアの思惑は大きく外れた。冷たい怒りがもたらしたものは侮蔑でも嫌悪でもなく、火のような激情だったのだ。

「やめ……あ、ああっ！」

　喘ぎ過ぎて声は嗄れ、指一本動かせないほど憔悴しきっているのに、ヴィクトールの愛撫は終わってくれない。

　エミリアは寝衣を剥がれ、灯された無数の蝋燭に照らされながら、長椅子にもたれて白い裸体をくねらせている。グチュグチュと濡れた音が響く中、大きく開かされた脚の間では、跪いたヴィクトールの頭が動いていた。

「あん、あ」

　エミリアは秘裂を食まれながら、蜜窟にも二本の指を受け入れている。それなのに唇も指先も焦らすように動くだけで、望む頂に達することはできなかった。中途半端な刺激がもどかしくて、エミリアはきつく目を閉じる。

　やめてほしいと願っているというのに、媚肉そのものはさらに刺激を求めて切なく疼く。

「いや……あん！」

　熱い舌が蠢くたびに、エミリアははしたなく花園を濡らしてしまう。今も女陰の縁を舐め上げられ、身体を震わせながら蜜口から透明な露を滴らせた。

「ああ、エミリア。君は大好きなヨハンにもこんなことをさせるのか？」

　唾液と愛蜜で唇を濡らし、ヴィクトールは愛らしい秘芽を舌先であやす。途端に鮮烈な快感が弾け、閉じた目の奥で白い火花が散った。

「ひ、ひぃっ！」

「それにしばらく触れていないのに、乳首が真っ赤になってヒクヒク震えているぞ。まるで舐めてくれと誘っているみたいだ」

「そんな……こと……な、い」

「ヨハンと二人で両側からいじめてやったら、君はさぞ悦ぶんだろうな」

「お願、い……やめて」

　二つの膨らみをさんざんまさぐって、小さな肉粒が赤らむまでしゃぶったというのに、ヴィクトールはまだ足りないというように、言葉でもエミリアを追いつめる。彼から離れようとしてヨハンのことを持ち出したが、それこそが情欲の炎をいっそう煽ったのだろう。

　強まる語気に合わせて、ヴィクトールの淫技は冴えていくように感じられた。

「どんなに嫌がってみせても、君の身体はひどく欲しがっている。だからちゃんと応えてやらなければ」

　蜜洞から指が引き抜かれたかと思うと、右側の乳首をつままれた。そこにひんやりとした感触が走り、腰が跳ね上がる。

「な、何？」

　続いてエミリアの鼻先を甘い匂いがかすめる。頭の芯がしびれそうなほど濃厚な香りだ。

　思わず目を開けると、ヴィクトールが薄紫の軟膏を右胸に塗りつけていた。そのせいなのか小さな突起はテラテラといやらしく光って、たちまち妖しい熱を帯びてきた。

「やめ、て！　何、するの？」

「淫らなエミリア、この媚薬で好きなだけ乱れるといい。何をされても存分に楽しめる」

「え……や、嫌ぁ！」

　縛いましめられてこそいないものの、さんざん責められた身体はまったく力が入らない。ヴィクトールは抗えずにいるエミリアの二つの乳首と、両脚の狭間に手際よく軟膏を塗りつけていく。

「だめ……あ、ああっ！」

　その効果は激烈だった。感じやすい粘膜がすぐさま火照り始め、エミリアは言いようのない刺激に身体をしならせた。肌の上で無数の小さな泡が弾けているように、痒みとも痛みともつかない感覚が絶え間なく襲ってくる。

「あう、あ、あ！」

　ツキツキと疼く乳首が、充血しきった花芯が、淫液に濡れそぼった蜜口が、慎みを忘れて愛撫をねだっていた。今すぐ指や唇で激しく攻めてほしくて、エミリアは自ら両手で乳房を押し上げ、さらに大きく脚を開いてしまう。

　早く、早く彼のものがほしいと、その秘裂を蜜液に濡らして。

　ヴィクトールの指が秘孔の縁を軽くなぞったが、その程度ではどうにもならなかった。

「助けて！　おかしく、なる」

「そうか。では、君はどうしてほしい？」

　乳首や秘部がジンジンとひりついて、淫靡な熱が身体を焦がす。いったいどうすればこれを静められるのだろう？　恥じらいも理性も忘れ、エミリアは泣きながら腰をくねらせた。

「さ、触って……舐めて……それから、私を……」

「私でいいのか？　君の大好きなヨハンじゃないんだぞ」

「お願い、お願いよ！」

　エミリアは涙を浮かべて、何度も頷いた。絶対に口にはできないけれど、身を任せたい相手はたったひとりしかいない。

「だが、いきなりは無理だ。たっぷり濡れてはいるが、君のここはとても狭いから、もっと慣らさないと」

　長い指がからかうように入り口をくすぐってから、ゆっくり入ってきた。

「……うっ！」

　爪で柔らかく中を擦られ、エミリアはきつく目を閉じてわななく。ヴィクトールが皮肉な笑みを浮かべたことなど、もちろんわかるはずもない。

「あっ！」

　秘部に硬いものが押し当てられたのは、次の瞬間だった。

「な、何？」

「君がとても欲しがっていたものだ」

　ヴィクトールが膝立ちして、唐突に唇を塞ぐ。そうしている間にも硬質な感触は狭間をヌルヌルと擦り続け、やがてそれは少しだけエミリアの中に押し入ってきた。

「んっ！　う、んんっ！」

　隘路を広げようとしているのか、浅いところで何度も出し入れされる。媚薬のせいか痛みはなく、花園はますます蜜を零し、身体が小刻みに痙攣した。何か異質なもので犯されているというのに、エミリアはそれが襞を擦るたびに快感を覚え始めていた。

　ヴィクトールが顔を離し、「感じているな」と笑った。

「見るんだ、エミリア」

　エミリアは涙に濡れた目を開く。潤んだ視界に映ったのは、濡れて鮮やかさを増したレッドダイヤモンドだった。

「君を傷つけないよう一部しか入れていないが……とてもおいしそうにしゃぶっていたな。あれだけ欲しがっていたんだから……満足だろう？」

「これを……入れたの？」

　自分を犯していたものが何なのか気づき、エミリアは目を見開いて、力なくかぶりを振った。宝石を挿入された惨めさと、そんな行為にさえ感じてしまったあさましさに、涙さえ出てこない。

　すべての始まりは、このレッドダイヤモンドだった。これさえ目にしなければヴィクトールに近づくこともなく、エミリアの暮らしは今までどおりに続いていたはずだ。

　しかしペンダントで弄ばれた後も、身体はしつこく疼き続けている。たとえ経験がなくても、どれほど恥ずかしくとも、望みはひとつしかない。

　自分をヴィクトールの灼熱で満たしてほしい──もうそれだけしか考えられなかった。

「いいえ……まだよ。満足なんて……してない」

「エミリア」

　ヴィクトールが立ち上がって、長椅子に座った。エミリアを膝に抱き上げ、肩や胸に口づけを落としながら、少しずつ体勢を変えていく。気づいた時にはうつ伏せになって、腰だけを高く上げさせられていた。

　恥ずかしい場所をさらすこの体位は、何度繰り返しても慣れることができない。

「やっ！　嫌よ、こんな！」

「君が望んだことだ」

　熱っぽい声で囁かれ、後ろから手を回されて、胸と淡い繁みを軽くまさぐられた。それだけでは満足できないとわかっていて、ヴィクトールは焦らしてくる。

「あ、あ……お願、い」

　衣擦れの音がしたかと思うと、強く腰を引き寄せられた。ヴィクトールが背中に覆いかぶさってきて、熱くぬかるんだ秘唇に凶器が押し当てられる。

「もう、やめてやれない」

「あうっ！」

　次の瞬間、衝撃で大きく身体が跳ねた。頑なな蕾を押し開き、女襞をめくり上げて、ヴィクトールがゆっくり侵入してきたのだ。

「ああ、あっ！」

　媚薬を使われていても、その硬度と質量に悲鳴を上げずにいられない。痛みこそないものの、どうしようもない違和感から逃れたくて、エミリアは大きく息を吐いた。

「そう。いい子だ、エミリア。もっと力を抜いて」

　ヴィクトールは緩やかだが、確実にエミリアを侵食していった。苦しくてたまらないはずなのに、中を擦られるたびに何かが背筋を駆け抜けていく。やがて奥まで満たされた時、菫色の瞳から涙が零れ落ちた。

「ヴィク……トール様」

「エミリア、私のエミリア」

　力強く脈打つ熱塊に穿たれ、繰り返し揺さぶられながら、エミリアは意識を手放した。
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　第八章






　頬に触れた感触はとても優しかった。

　汗ばんで火照った肌をそっと拭われ、エミリアは小さく身じろぎする。濡れた前髪をかき上げてもらった時には、そこに誰がいるのかすでにわかっていた。

「ありが……とう」

　掠れた声で礼を言い、エミリアは目を開く。

　いつの間にか朝になっていたらしく、開け放した窓から明るい日差しが差し込み、小鳥の声も聞こえていた。

「大丈夫か？」

　不安げに瞬く灰色の瞳。椅子にも座らず、見守ってくれていたのはヴィクトールだった。

「ええ」

　もっと何か言いたいと思ったが、喉が痛くてうまくしゃべることができない。ひどくだるくて、身体のあちこちが鈍く疼いていた。

　エミリアが視線を合わせると、ヴィクトールは力なく目を伏せる。

「……申しわけなかった、本当に」

　まるで厳しく叱られた子どものようだ。気を失うほど辱められたのに、手を差し伸べずにいられないほど打ちひしがれて見えてしまう。

「あの」

「しゃべらない方がいい。喉を痛めてしまう」

　エミリアが起き上がろうとすると、ヴィクトールは慌てて手を差し出した。わずかにためらってから助け起こし、背中にいくつも枕を当ててくれる。

「これを飲んで」

　枕にもたれていると、ヴィクトールはクリスタルのグラスをのせた銀の盆を運んできた。

「林檎水？」

「そうだ」

　冷たい林檎水を口に含むと、荒れた喉がいくらか楽になる気がした。離宮ではジャンヌが作ってくれたが、ここでは誰が用意してくれたのだろう？

「ありがとう」

　ヴィクトールの気遣いに感謝しながらも、エミリアの心中は複雑だった。あんなひとときを過ごした後で、彼にどんな態度を取ればいいかわからない。

　いたたまれなくて視線をさまよわせていると、ヴィクトールが寝台の横に跪いた。

「私の顔など見たくないだろうし、謝罪のしようもないが……どうか謝らせてほしい」

「ヴィクトール様、私は──」

　受け止めきれないほどの激情と、強引で容赦ない行為──それでも決して彼だけが悪いわけではない。ヴィクトールがあれほどまでに逆上したのは、ヨハンと婚約していると嘘をついたからだ。

　その思いは、痛いほどわかった。

　エミリアもまた、結ばれることを心から望んでいたのだから。

　けれども、あんな形で純潔を奪われてしまえば、気持ちの整理がつかず、彼にかける言葉は見つけられなかった。

　ヴィクトールはしばらく押し黙っていたが、やがて思いつめた声で「君は自由だ」と呟いた。

「えっ？」

「いつでもここから出ていけるし、どこでも好きなところまで送らせる。もちろんそれで済むとは思っていないが、望むだけの金も払う」

「お金なんて……いらないわ」

「どうか受け取ってほしい。私は心から君との未来を望んでいた。しかしこんなことをしてしまっては、もう無理だ」

「そんな──」

　罪を咎められることもなく、金品を得て、解放される。マーデンのために別れようと決めたのもエミリアだった。

　何もかもうまくはこんでいるのに、どうしてこんなに苦しいのだろう？　少しずつ心を砕かれていくような気がして、エミリアの頬に涙が伝い始めた。

「エミリア、本当に済まなかった」

　苦しげなヴィクトールを見ていられず、エミリアは視線を落とす。その時、涙でかすむ視線が小卓に置かれた銀の盆に止まった。

「これ……クローバー？」

　グラスの脇に、四つ葉のクローバーが置かれていたのだ。

「ああ、ちょっとした戯れだ。小さなエミリアが大好きで、一緒に探したことがあるんだが……それを思い出したので」

　ヴィクトールの言葉は意味をなさないまま通り過ぎていった。

　瞬間、なぜか脳裏にのどかな春の景色が浮かんでいた。

　水色の空と柔らかな日差し。どこまでも広がる緑の野原では、そよ風が花の香りを運ぶ。

　エミリアは今よりずっと幼く、黒髪の少年と一緒に何かを探していた。彼は自分よりずっと年上だが、きれいな灰色の瞳をしていて、とても優しそうに見えた。

　──エミリア、ほら見つけた。四つ葉のクローバーだよ。

　──わあ、うれしい！　ありがとう！

　──どういたしまして、お姫様。ああ、そうだ。それは押し葉にするといい。そうすれば長く取っておけるからね。

　──本当？　私、ずっと大切にするわ。どうもありがとう、ヴィクトール！

　ヴィクトール──そう呼びかけたのは間違いなく自分だったし、少年も十代のころの彼だった。その胸に飛び込み、抱きしめてもらったことも覚えている。

　だけど、どうしてそんな記憶があるのだろう？　ヴィクトールに初めて会ったのは、仮面舞踏会の夜だったはずなのに。

「私、私は──」

　露を抱いた小さなクローバー、広い野原での鬼ごっこ、アンヴォロワの白亜の宮殿、母の優しい笑顔、そして真っ暗な夜の森、迫りくる男たちの怒号──さまざまな記憶のかけらが一度に押し寄せてきて、エミリアは言葉を失ってしまう。

　まさか繰り返し見続けてきた悪夢は実際のできごとだったのだろうか？

　──アンヴォロワ？　アンヴォロワって？

　そんな様子に耐えらなくなったのか、ヴィクトールが静かに背を向けた。

「見送りできなくて申しわけない」

　しかしエミリアは答えを返すこともできなかった。襲ってきた混乱はそれほどまでに凄まじいものだったのだ。

　──私は誰？　どこから来たの？

　何年もの間、エミリアの記憶を覆っていた濃い霧が少しずつ晴れ始めていた。

「私は──」

　ひとりになった部屋の中で、エミリアは首から金のロケットを外した。震える指で、これまで一度も開けたことのない蓋に触れてみる。

「私は……エミリア」

　中身を確認すれば、恐ろしいことが起きるに違いない──そんな気がして避け続けてきたけれど、もう逃げてはいけない気がした。エミリアは小さな掛け金を外し、そっと蓋を開ける。

「まさかそんな」

　白い指からロケットが滑り落ちる。

　中には薄紙に包まれた一枚の押し葉が入っていた。

「四つ葉の……クローバー……？」

　エミリアがすべての記憶を取り戻したのは、その瞬間だった。




　見知らぬ王宮のどこへ行けばいいのか見当もつかない。それでもエミリアは力の入らない身体を叱咤し、なんとか支度を整えて外に出た。

　廊下を歩く人々の後を追っていくうちに、広い回廊が見えてきた。その中央に見覚えのある後ろ姿が佇んでいる。

　──あれは……。

　エミリアは必死に足を速めたが、その時、悲鳴にも似た怒号が響いた。

「いったいどういうつもりだ。ヴィクトール！」

　ヴィクトールの前方には白鬚をたくわえた男性がいて、おそらく彼の父であるマーデン国王と思われた。その横に客であるアンヴォロワの王妃が立っていたが、どちらもただならぬ表情をしている。

「この期に及んで破談とは……気でも違ったのか？」

「いいえ、いたって正気です。ずっと考えておりましたが、やはりこの婚儀はお受けできないと思い至りました。このようなことになってしまい、アンヴォロワの皆様には幾重にもお詫び申し上げます」

「ヴィクトール！」

「ようやくわかりました、今この時になっても、私の心にいるのは亡くなった第一王女のエミリア姫のみ。そんな気持ちで婚礼など挙げられません」

　睨み合う親子の隣で、隣国の王妃がため息をついた。

「お二人とも、どうか落ち着いてくださいませ」

　ちょうど出立するところだったのか、旅装姿で従者や侍女らしい大勢の男女を引き連れている。彼らの前で取り乱すまいと、その声は穏やかで、笑みさえ浮かべていた。

「ヴィクトール殿下、どうしてもとおっしゃるなら、婚礼は延期してもかまいません。ですが破談などと……お戯れが過ぎますわ。第一、この結婚は二つの国の君主が決めたこと。あいにくアンヴォロワの王は療養中とはいえ、名代のわたくしは納得できませんし、殿下のお父上だってお認めにはなりますまい」

「今、君主と申されましたか？」

　ヴィクトールはアンヴォロワの王妃に笑いかけた後、改めて自分の父に向き直った。

「ちょうどよい機会です。私は今ここで父上にご退位をお願い申し上げる！」

　いつの間にか周囲には大勢の人垣ができていて、一斉にどよめきが上がった。

　エミリアもまた息をつめるようにして、ことのなりゆきを見守っていた。とうとうヴィクトールが動き始めたのだ。なんとか手を貸したいと思うけれど、こんな状況ではできることなど何もない。

「ヴィクトール、乱心したか！」

「いいえ、これもまた熟慮を重ねた上のこと。私は各所に何度も足を運びましたし、父上にも繰り返しご相談申し上げたはずです。マーデンは今のままではもはや立ちゆきません。どうか私に王位をお譲りください！」

　国王は言葉を失って顔を紫色に染めていたが、閣僚らしき貴族たちが見かねたように飛び出してきた。

「殿下、これは謀反ですぞ！」

「どうか撤回なさいませ。今ならまだ間に合います！」

「お気を確かに！」

　もしかしたら例の襲撃を企てた者たちかもしれない。しかし次々と声高に訴えられても、ヴィクトールは表情を変えず、静かに立っていた。

　一方で国王は堪えきれなくなったらしく、「衛兵！」と金切り声で叫び始めた。

「衛兵！　ただちに王太子を取り押さえろ！　乱心じゃ！」

　ところが銃剣を手にした衛兵たちは誰ひとり従おうとせず、むしろヴィクトールを守るように取り囲んだ。本来であれば、王命に逆らうことなどできようはずもない。しかし、彼らは自分たちの総司令官である王太子を選んだのだ。

「父上、ご覧のように国軍は私を支持しています。どうかご退位を！」

「まだ言うか、ヴィクトール！」

　少しずつ形勢が変わってきた。

　凄まじい浪費で国を疲弊させる老いた王と、理想に燃えて国軍を束ねる若き王太子──誰の目にも覇権を握るべき相手は明らかに見えたのだろう。

　しかしそこへ割って入る者がいた。

「お待ちくださいませ。アンヴォロワは陛下を支持いたしますわ」

　アンヴォロワの王妃は能面のような顔で、ヴィクトールの前に立った。

「子が親に背くなどあってはならないこと。ご退位などとんでもありません。これからも殿下の父上とわが国王がお決めになった婚約は絶対です。マーデンの王太子はアンヴォロワの第一王女を娶る──それがかなわないなら、アンヴォロワは二度と貴国に鉄鉱石はお渡ししません」

「おお、妃殿下！」

　国王は安堵のため息をついて、昂然と顔を上げた。

「何とありがたい。今のお言葉をしかと聞いたか、ヴィクトール。いかに国軍総司令官とはいえ、素手では国を守れまい。アンヴォロワの鉄鉱石なしで、この先どうやって戦うつもりだ？」

　再び潮目が変わったと感じたのか、周囲を取り囲む貴族たちはざわめきながら顔を見合わせる。彼らにとって何より重要なのは、国の未来でも、君主の資質でもない──自分たちが味方すべき相手を読み違えず、いかに現状を維持するかに限る。

　王妃は勝ち誇った様子で続けた。

「殿下、お国を思うお気持ちはご立派ですわ。ですからこんな形ではなく、どうか夫となり、父となって、また新たな立場で政務にお臨みくださいませ」

　意外な伏兵に、さすがのヴィクトールも押し黙る。

　確かにアンヴォロワから送られる潤沢な鉄鉱石はどうしても必要だ。武器に事欠く国軍など何の意味もないのだから。

「そのために、私の娘である第一王女と婚礼を挙げていただかなくては」

　だが王妃の言葉を聞いた瞬間、エミリアの心臓が大きく鳴った。

　──第一王女ですって？

　おののきながらヴィクトールを見つめていた瞳に強い力が宿った。エミリアは優雅に、しかし断固とした足取りで歩き始めた。

「ヴィクトール、妃殿下のおっしゃるとおりだ。まずは落ち着いて、アンヴォロワの姫と──」

「そのとおりですわ！」

　エミリアは凜とした声で言い放った。

「だ、誰だ？」

　国王はじめ、その場の誰もがあっけに取られている中を、エミリアはゆっくり歩を進める。

「……エミリア」

　呆然としているのは、ヴィクトールも同様だった。エミリアを見つめる視線は混乱と迷いに揺れている。

「いったいどういうことだ、エミリア？　どうしてここへ？」

「ごきげんよう、ヴィクトール様」

　彼の顔を見た途端、どうしようもなくこみ上げてくるものがあった。しかしエミリアは涙を堪え、懸命に微笑みながら王太子の前に立った。

「本当に……本当におひさしぶりです」

「君は何を──」

　エミリアは首からロケットを外し、蓋を開けて、ヴィクトールに差し出した。

「すべて……思い出しました」

　たちまち灰色の瞳が大きく見開かれた。

　抱き締められたのは、次の瞬間だった。

「エミリア！　エミリア！　私のエミリア！」

「ヴィクトール様！」

　その抱擁は息もできないほど強く、ヴィクトールのひたむきな思いが真っ直ぐに伝わってきた。彼もクローバーの押し葉の意味に気づいてくれていた。

　エミリアはようやく、本来いるべきところへと帰ってきたのだ。

「君なのだな？　本当にエミリアなのだな？」

「ええ、そうです。エミリアですわ」

「ありがとう。生きて……いてくれて。こうして……戻ってきてくれて」

　その時、突然悲痛な叫びが響いた。

「お許しください！　申しわけありません！　お許しください！　どうか、どうか！」

　床に跪き、声を上げていたのは、王妃につき従っていた年配の侍女だった。

　彼女に視線を移したエミリアは何度も目をしばたたく。白髪になり、少しふくよかになっていたが、確かにその姿には見覚えがあった。

「あなたは──」

「お許しください、姫様！　あの時はどうしても、どうしても妃殿下のご命令に逆らえず──」

「覚えています……あなたのこと」

　十二年前、エミリアの世話をしていた乳母だった。わけがわからず戸惑うエミリアを、夜の森へと連れ出したのも彼女だったが、今は侍女として王妃に仕えているらしい。

「ヴィクトール、これはいったいどういうことなんだ？」

　あまりのことに国王は激怒したことさえ忘れ、困惑に眉を寄せている。周囲を取り巻く者たちも一様に途方に暮れていた。

「父上、これは──」

　口を開いたヴィクトールを優しく引き止め、エミリアは王太子の腕をそっと解いた。彼だって他の人々同様、ほとんど状況を知らないのだ。すべてを話すことができるのは自分しかいない。

　エミリアはマーデンの国王の前に進み、深く膝を折った。

「陛下、お目にかかれて光栄でございます。わたくしはアンヴォロワ公国の第一王女、エミリア・マリー・ド・アンヴォロワでございます」

「第一王女？　あなたはアンヴォロワの姫だと言われるのか？　亡くなられたと聞かされていたが……では、ヴィクトールの花嫁となるのは……」

「彼女です、父上。私の妻となるべき人はエミリアしかおりません」

　ヴィクトールは改めてエミリアを抱き締める。

　まったく状況を把握できていない国王の横で、アンヴォロワの女王が顔を引きつらせ、力なくくず折れた。




　頬を撫でる指先は、まるで恐れているように震えていた。寝台に座り、折れそうなほど強くエミリアを抱き締めながらも、ヴィクトールの瞳には時おり怯えの色が浮かぶ。

「ヴィクトール様、苦しい……です」

　エミリアが苦笑しながら訴えると、そのたびにヴィクトールは慌てて謝罪した。

「済まない、エミリア。本当に済まない」

「お願いだから、もう謝らないで」

　彼が詫びずにいられない気持ちはよくわかった。現在のことだけでなく、エミリアを拉致してから繰り返し辱めたことや、王宮に来た夜に強引に純潔を奪ったこと──すべてを激しく悔いているのは、言わずとも伝わってくる。

　アンヴォロワの王妃が取り乱して帰国したことで、事態は大きく変化した。

　エミリアこそが王太子の正式な婚約者と認められたのだ。

　記憶を取り戻した彼女が最初にしたのは、ヨハンとの婚約が嘘であると告白することだった。

「何も覚えていなかったわたくしが悪いのです。もっと早く記憶が戻っていたら──」

「そんなことはない」

　ヴィクトールは蜂蜜色の髪を撫でながら、瞳を覗き込んでくる。

「まだ信じられないんだ。まるで夢を見ているようで……」

「いいえ、夢ではありませんわ。長い間、お会いできませんでしたけれど」

「そうだな。本当に長かった」

　幼いエミリアを連れ出した侍女は、取り調べを受けるためマーデン王国に留め置かれた。誘拐の理由は側室上がりである王妃の先妃に対する嫉妬と推察されたが、真実の解明にも事態の収拾にも長い時間がかかりそうだった。

　隣国のできごとではあったが、さらわれて消息不明になっていたのは王太子の許嫁である。マーデンとしても無視するわけにはいかず、面倒ごとの嫌いな国王は退位を考え始めたという。

　とはいえ、過去を思い出しても、エミリアはまだ混乱していたし、ヴィクトールも同様だった。

「約束してくれるな、二度と私のそばからいなくならないと」

「ええ、お約束します」

　エミリアが目を閉じて頷くと、まぶたに唇が落ちてきた。

「あ」

「エミリア……エミリア」

　かすかな喘ぎが呼び水になったのかもしれない。

　ヴィクトールは消え入るような声でエミリアの名を呼び、柔らかな胸に顔を埋める。薄い寝衣に包まれていたが、二つのふくらみは口づけを誘うように息づいていた。

「君がエミリアでないとは……どうしても思えなかった。どんなに違うと言われても」

　彼の長い指が、首元のリボンを丁寧に解いていく。その合間に首筋にキスされて、エミリアは小さく喘いだ。

「あ、ん」

　恥ずかしくて声を抑えようとすると、ヴィクトールは少しだけ強く肌を吸った。

「や、あ！」

「エミリア、もっと声を聞かせてくれ」

　片時も離すまいとするように抱き締めて、喉元に、鎖骨に、唇を落としながら、ヴィクトールは寝衣を脱がせていく。

「かわいい君を、どうしても私のものにしたくて……ひどいことをした」

「でも、わたくしも」

「……わたくしも？」

　その先は続けられず、エミリアは頬を染め、きつく目を閉じた。

　娼婦と言い張ったために、何度も恥ずかしい場所を暴かれ、指や唇で追い上げられ、性器を口にすることさえ強いられた。逃げ出したいと思っていたはずなのに、心のどこかでは彼に惹かれていて、いつしか結ばれたいと願うようになっていた。

　この不可思議な感情を言い表せる言葉が見つからない。それでも、エミリアの思いに迷いはなかった。

「きれいな指だ。ただきれいなだけでなく、よく働いてきた指だ──」

　ヴィクトールはエミリアの指に自分の指を絡めると、口元へと持っていく。

「……だ、だめ」

　一本ずつ指先に口づけされて、エミリアは唇を噛む。くすぐったいだけでなく、なぜだか腰の奥が妖しくざわめき始める。それは、ヴィクトールによって教えられた快感の兆しだった。

「だめ？　ただ指にキスをしただけなのに？」

「だって……」

　淫らな娘とあきれられてしまうかもしれない。だが、とてもじっとしていられなかった。

　エミリアが赤くなって俯くと、ヴィクトールは笑いながら華奢な身体を寝台に横たえた。艶やかに輝く肌を隠すものは、もう何もない。

　ヴィクトールも夜着を脱ぎ捨て、鍛え上げられた裸身をさらした。その右脇腹には長い刀傷があったが、それすらみごとな筋肉を彩る飾りのように見える。中心部の猛りはすでに雄々しく勃ち上がっていた。

「エミリア、私は今からもっと他の場所も味わうつもりだよ」

「……ヴィクトール様」

　その言葉を聞いただけで、胸の尖りや、両脚の狭間がかすかにヒクついた。乳首を舌で転がされたり、花弁にむしゃぶりつかれたりした記憶が生々しく蘇ってしまったのだ。

「もしかして感じてしまったのか？」

「い、いえ、そんな」

　低い声で核心をつかれ、エミリアは身を縮めて、かぶりを振った。これまで嫌というほど淫らな姿を見られてきたが、今はこうして肌をさらすことさえためらわれる。

「かわいいエミリア」

　ヴィクトールはふいに左の足首をつかんで、高々と持ち上げた。

「や、あっ！」

　この格好では奥まで、すっかり見られてしまう。しかし──

「ああ、もうすっかり濡れているね。見ているだけなのに、どんどん蜜が溢れてくる」

　楽しそうに囁かれて、また肉花が震えていた。今すぐそこをまさぐって、音をたててしゃぶってほしいと訴えるように。

　だが、ヴィクトールが唇に含んだのは、右足の親指だった。

「きゃっ！」

　エミリアの腰が大きく跳ねる。まさかそんなところを舐められるとは思いもしなかったからだ。ただ、それ以上に驚かされたのは湧き上がってきた快感の強さだった。

「君は、こうされるのが好きなんだね？」

　快癒に染まるエミリアに、ヴィクトールは笑みを浮かべると、次は人差し指を口にする。

「だめ、だめぇ！」

　小さな先端を舌先でくすぐられ、エミリアは身悶える。じかに舐められているところはもちろんのこと、両脚の奥は果肉が熟れたように潤い始めていた。

　それなのにヴィクトールは触れようとせず、今度は中指を食んでくる。

「やぁ！　お願──」

「言ってごらん、エミリア。どうしてほしい？」

「そんな、こと──」

　まさか口にできるはずがない。秘部に指を差し入れ、グチュグチュと音がするまでかき乱してほしいなんて。それから鋼のような楔で貫いて、絶頂まで導いてほしいなんて。

　エミリアが震えながら黙っていると、ヴィクトールは焦らすように薬指をしゃぶり始めた。

「あうっ！」

「言えないなら……自分でしてみせてくれないか」

　二人の夜は始まったばかりだ。きっとヴィクトールはいつまででも待つだろう。

　けれども、そこまで我慢が続くわけがない。とうとうエミリアは堪えきれなくなって、自分の秘部へと手を伸ばしていた。

「あ、はっ！」

　そっと触れてみると、蜜を垂らす襞がヒクンと震える。濡れそぼった花園に鮮烈な快感が走り、エミリアは大きく背筋をしならせた。

「あう、あ、んん」

　一度始めてしまうと、甘い愉悦を追わずにはいられなくなる。夢中になって花びらをいじっていると、いつの間にかヴィクトールの指が添えられていた。エミリアの細い指はそのまま、まだ生硬な秘孔へと導かれていく。

「や、あ、ああん」

「一緒に慣らそう。君が私を受け入れられるように」

　全裸で、足の指を食まれながら、愛する人と共に自分の蜜口を押し広げている──目がくらみそうなほど淫らな行為だが、それゆえにエミリアはいっそう感じてしまう。自身の嬌声や、はしたない水音に追い上げられ、次第に身体から力が抜けていく。

「かわいい、エミリア。愛している」

　指が引き抜かれ、ヴィクトールに大きく脚を開かれて。それほどの痴態を晒しながら、エミリアは悦んでいた。自ら彼の首に腕を回すその表情は、すでに蕩けきって、愉悦に満ちている。

「わたくしも……わたくしも……あなたを」

　うっすらと紅潮した頬には、いつしか涙が伝い始めていた。

　狭間に押し当てられた熱塊は力強く脈打っている。それを受け入れる衝撃におののきながらも、ふたたび彼とひとつになれることがうれしかった。

「あ、ああ。あ」

　繊細な女襞をめくり上げ、ヴィクトールがゆっくりと入ってくる。彼に貫かれる時の苦痛はまだ悦びより大きかった。それでも焦る必要はない。自分たちはこれから何千何万の日々を共に生きるのだから。

　強く抱き締められ、浅く、深く貫かれて、ヴィクトールと何度も唇を重ねながら、エミリアはうっすらと微笑んだ。
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　終章






　エミリアは窓の外に目をやって、小さくため息をついた。

　いつの間にか、遠方の山は鮮やかな黄色やオレンジに色づき始めていた。けれども嘆息したのは、過ぎ行く季節を惜しんだからではない。

「大丈夫か、エミリア？」

「え、ええ」

　傍らに立つヴィクトールに声をかけられ、頷いてはみたものの、気持ちはざわざわとして落ち着かなかった。

「……ごめんなさい。こういうことにあまり慣れていなくて」

　エミリアは蜂蜜色の髪を高く結い上げ、瞳と同じ色のサファイアを散りばめた髪飾りをつけている。まとっているドレスは純白で、金糸や銀糸でびっしりと刺繍が施されていた。隣のヴィクトールも銀色の礼服に身を包み、胸元には王太子の証であるレッドダイヤモンドをきらめかせていた。

「謝る必要などない。当然のことだ」

　二人は先ほど戴冠式を終えたばかりで、これから新しい国王夫妻として、国民の前に立つことになっている。すでに広いバルコニーの下には数えきれないくらいの人々が集まっており、王宮前の広場は興奮とざわめきに包まれていた。

　これほど大勢の人々を前にするのは初めてで、エミリアの顔はどうしても強ばってしまう。その細い腰に、ヴィクトールがそっと手を添えた。

「向こうをむいて」

「えっ？」

「頼むよ、エミリア」

　優しく請われて、エミリアは戸惑いながら夫に背を向ける。すると背中の真ん中辺りを、三回軽く叩かれた。かつてヨハンがしてくれたのと、同じまじないだった。

　エミリアは菫色の瞳を見開き、ヴィクトールを振り返る。

「どうしてあなたがこれを？」

「君がそわそわしている時は、こうするようにとヨハンが教えてくれた」

「ヨハンが？」

「あんたは俺の兄貴のようなものだから特別に教えてやる、って言ってくれてね」

「まあ」

　いかにも彼らしい遠慮のない口調に、エミリアの顔が柔らかく綻んだ。一国の王太子にそんな口を利くのはヨハンくらいのものだろう。

　ヨハンやポールが率いる旅芸人の一座は、仮面舞踏会の翌日からすでに監視下に置かれていたという。けれども彼らが私利私欲を満たす集団ではなく、むしろ貧しい人々のために動いていることがわかり、ヴィクトールが罪を不問としたのだ。そんな彼らは、王妃となったエミリアを慮おもんばかり、謁見は遠慮したと聞いた。

「……寂しいか、エミリア？」

「ええ、少し。でも、わたくしにはあなたがいてくださるもの」

　ヴィクトールは微笑みながらエミリアの手を取ると、そっと口づける。

「エミリア、君を心から愛している。たとえ命が尽きても、二度とこの手を離しはしない」

「わたくしも、決しておそばを離れません」

　その時、近衛兵が吹くファンファーレの音が響いた。

「国王陛下万歳！」

「王妃様、万歳！」

　嵐のような歓声が響く中、エミリアとヴィクトールは微笑みを交わし、手に手を取ってバルコニーへと歩いていった。


（終）　　　








　あとがき



　こんにちは、またははじめまして、麻あさ倉くらとわです。このたびは『緋色の王太子と盗賊姫』をお買い求めいただきまして、どうもありがとうございます。




　さて、あとがきに書くべきかどうか迷ったのですが、この原稿を書いている間に日本のあちこちで、これでもかというくらい災害が起こりました。豪雨、台風、地震──被害に遭われた皆様には、心からお見舞い申し上げます。どうか一日も早く平穏な日常が戻ってきますように。

　美しい青空や、気持ちのいい風、泣きたくなるほど美しい海や山、豊かな実り──自然が私たちに与えてくれるものの恩恵ははかりしれません。そしてそんな自然がいったん牙を剥いた時の恐ろしさもまた。

　だからこそ普通の日々がどれほど大切か、こうして好きなお話を書けることがどれほど幸福か、改めて思い知ったような気がします。

　今回の主役エミリアとヴィクトールは幼い時に出会い、互いに思い合っていながら、運命のいたずらで引き裂かれました。奇跡的にも再会を果たすことができたのですが、エミリアが過去の記憶を失っているため、状況は悪い方へ、悪い方へと進んでいきます。

　それでもなお本能的に惹かれ合う愛の強さを描きたいと思って書きました。ひとときでも二人の恋を楽しんでいただけたなら、こんなにしあわせなことはありません。




　そしてイラストをご担当いただいたのは、上うえ原はらた壱いち先生です。

　先生の美しいイラストにずっと憧れておりましたが、すてき過ぎるヴィクトールとかわいらしいエミリアを見て、どうしていいかわからなくなりました。カバーイラストなど三百六十五日、二十四時間見ていても飽きないはず。ご一緒させていただき、どうもありがとうございます。




　そして筆の遅い私を今回もあたたかく励ましてくださったトパーズノベルスの担当様、いつも以上にご迷惑をおかけして申しわけありませんでした。お支えがなければ書き上げられなかったと思います。心からお礼を申し上げます。




　最後になりましたが、読者の皆様に改めてお礼を申し上げます。こちらで、トパーズノベルス様からの配信は九作目となりました。のろのろ、そして細々ではありますが、ここまで続けてこられたのは、読んでくださる皆様のおかげです。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

二〇一八年九月吉日


麻倉とわ








トパーズノベルス

同時配信二〇一八年九月二八日配信予定
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魔女調教


【書下ろし・イラスト五枚入り】







　著作：月森あいら

　イラスト：成瀬山吹







　「俺が、おまえに……愛されるというのはどういうことか、教えてやる」







　　盲目ではあるけれど不思議な力を持ち、ビゴの森の魔女と称される少女、ユニス。付き人とともに森の小屋で静かに暮らしていた彼女の前に、ファビアンという貴族の青年が現れる。

　「お前を、奪いに来たんだ」








トパーズノベルス

近日配信二〇一八年十月二六日配信予定







侯爵の花嫁候補には恋の媚薬を


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：小路龍流







　「じきに抱かれたくてたまらない身体になる。安心して俺の妻になれ」




　　　エステルは正直すぎる性格のおかげで行き遅れとして有名な子爵令嬢。想い人のローランド侯爵の邸宅に招かれたのはいいものの、突然ベッドに押し倒されてしまう。戸惑いつつも身体は快楽を求め始め……








ベビーシッターとしてお城に入りましたが、可愛い双子に懐かれて、野獣系国王様にメロメロに愛されていますっ！（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：茅原ゆみ　　イラスト：南香かをり







　「安心しろ。お前が蕩けるぐらい優しくしてやる」




　　　孤児院で育ったラシェルは、ベビーシッターとして王城に就職する。しかし、そこにはおしゃまな少女と内気な少年の双子。そして俺様強引野獣系の国王がいて……。双子＋国王×ラシェルの慌ただしい毎日が始まったが……？
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